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ご
挨
拶

　尾
崎
紅
葉
・
山
田
美
妙
・
田
山
花
袋
ら
を
育
ん
だ
日
本

初
の
投
稿
少
年
誌
『
頴え

ん

才さ
い

新し
ん

誌し

』、
明
治
期
を
代
表
す
る

子
ど
も
雑
誌
『
小
國
民
』、
近
代
絵
本
の
揺よ

う

籃ら
ん

期き

を
象
徴

す
る
冨
山
房
の
「
日
露
戦
争
ポ
ン
チ
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、

子
ど
も
の
本
は
黎
明
期
か
ら
、
こ
こ
神
田
神
保
町
を
舞
台

に
花
が
開
い
て
き
ま
し
た
。

　大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
「
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
の
絵
本
」、

小
学
館
の
学
年
誌
や
「
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
」
の
創
刊
、
円

本
時
代
の
ア
ル
ス
の
「
日
本
児
童
文
庫
」、
羽
田
書
店
の

宮
澤
賢
治
。

　そ
し
て
戦
後
の
「
岩
波
の
少
年
文
庫
」
の
誕
生
、
福
音

館
の
「
こ
ど
も
の
と
も
」
か
ら
始
ま
る
絵
本
ブ
ー
ム
、
理

論
社
の
現
代
児
童
文
学
、
評
論
社
の
「
指
輪
物
語
」
や
冨

山
房
の
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
。

　こ
の
よ
う
に
神
保
町
は
、
日
本
の
子
ど
も
の
本
の
歴
史

を
刻
ん
だ
聖
地
と
も
い
え
る
の
で
す
。
こ
の
号
で
は
、
こ

う
し
た
子
ど
も
の
本
と
神
保
町
、
そ
し
て
子
ど
も
の
本
の

発
行
に
情
熱
を
燃
や
し
た
出
版
社
の
歴
史
を
辿
り
な
が

ら
、
子
ど
も
の
本
の
聖
地
＝
神
保
町
を
深
堀
り
し
て
い
き

ま
す
。

�

本
の
街
・
神
保
町
を
元
気
に
す
る
会

神
保
町
が
好
き
だ
！
⑮
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日
本
の
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
が
世
界
中
で
人
気
だ
が
、
日
本
の
子

ど
も
の
本
も
海
外
で
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
に
子
ど
も
の
本
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
と
も
言
わ
れ
る
国

際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
家
賞
を
上
橋
菜
穂
子
が
受
賞
し
た
の
に
続

き
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
は
角
野
栄
子
が
受
賞
し
て
話
題

を
呼
ん
だ
。
隔
年
に
行
わ
れ
る
国
際
的
な
絵
本
賞
で
あ
る
ブ
ラ
チ

ス
ラ
バ
世
界
絵
本
原
画
展
で
は
、
毎
回
日
本
の
画
家
が
主
な
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

　
少
子
化
に
よ
り
、
15
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数
が
１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
の
約
２
２
５
４
万
人
か
ら
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
の

約
１
４
９
３
万
人
と
大
幅
に
激
減
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
児

童
書
の
売
り
上
げ
は
当
時
よ
り
も
２
０
０
億
円
近
く
伸
び
て
い

る
。
こ
の
元
気
な
子
ど
も
の
本
の
近
現
代
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み

る
と
、〝
本
の
街
・
神
保
町
〟
を
舞
台
に
し
た
様
々
な
物
語
が
立

ち
上
が
っ
て
く
る
。
神
保
町
は
、
子
ど
も
の
本
の
聖
地
で
も
あ
る

の
だ
。

▼
文
豪
た
ち
を
育
ん
だ
日
本
初
の
投
稿
少
年
誌
「
頴え

ん

才さ
い

新し
ん

誌し

」

　
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
の
学
制
公
布
に
よ
り
小
学
校
が
開
設

さ
れ
、
文
明
開
化
期
の
新
し
い
印
刷
様
式
に
よ
っ
て
子
ど
も
向
け

の
雑
誌
や
読
み
物
も
出
版
さ
れ
始
め
る
。
１
８
７
７
（
明
治
10
）

年
３
月
、
日
本
で
最
初

の
投
稿
専
門
雑
誌
「
頴

才
新
誌
」
が
創
刊
さ
れ

る
。
漢
詩
・
和
歌
・
作

文
の
投
稿
雑
誌
で
、
本

文
は
も
ち
ろ
ん
、
表
紙

の
書
画
も
読
者
か
ら
の

▲文豪たちを育んだ日本初
の投稿少年誌「頴才新誌」

神
保
町
は
子
ど
も
の
本
の
聖
地
だ
！野

上 

暁
（
子
ど
も
文
化
研
究
家
）

【
特
集
】
子
ど
も
の
本
と
神
保
町
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投
稿
作
品
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
る
。
手
元
に
あ
る
号
の
奥
付
を

見
る
と
、
発
行
元
の
頴
才
新
誌
社
の
住
所
は
「
東
京
神
田
区
一
ツ

橋
通
り
町
四
番
地
」
と
あ
る
。

　
毎
週
土
曜
日
に
発
行
さ
れ
た
週
刊
誌
で
、
少
年
時
代
の
尾
崎
紅

葉
、
山
田
美
妙
、
大
町
桂
月
、
田
山
花
袋
ら
が
文
才
を
競
っ
た
と

い
う
。
田
山
花
袋
は
後
に
『
東
京
の
三
十
年
』（
岩
波
文
庫
）

で
、
田
舎
に
い
た
こ
ろ
同
誌
に
投
稿
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
を
「
天

に
も
上
っ
た
よ
う
に
喜
ん
だ
」
と
記
し
、
上
京
し
て
か
ら
も
当
時

を
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

「
私
は
兄
に
就
い
て
漢
詩
や
和
歌
を
学
ん
だ
。
依
然
と
し
て
『
頴

才
新
誌
』
の
投
書
家
で
あ
っ
た
が
、
一
週
間
ご
と
に
出
る
一
枚
二

銭
の
雑
誌
が
買
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
そ
の
毎
週
の
発
行
日

の
土
曜
日
の
夜
に
は
、
い
つ
も
き
ま
っ
て
遠
い
道
を
四
谷
の
大
通

り
の
錦
絵
双
紙
店
に
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
旨
く
店
頭
に

並
べ
ら
れ
て
あ
る
時
は
、
自
分
の
作
が
出
た
か
出
な
い
か
を
見
る

た
め
に
手
早
く
そ
れ
を
翻

ひ
る
が
えす
の
は
わ
け
は
な
か
っ
た
が
、
運
悪
く

錦
絵
と
交
ぜ
て
挿
ん
で
あ
る
時
に
は
、
そ
れ
が
出
来
な
い
で
し
た

た
か
困
っ
た
。
一
度
取
っ
て
貰
っ
た
の
を
買
わ
ず
に
帰
っ
て
亭
主

に
睨
め
ら
れ
た
こ
と
も
一
再
で
は
な
か
っ
た
。」（
田
山
花
袋
『
東

京
の
三
十
年
』
岩
波
文
庫
）

　
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
、「
小
学
校
令
」
が
制
定
さ
れ
る
な

ど
、
教
育
改
革
と
小
学
校
就
学
率
の
上
昇
に
呼
応
し
て
、
学
校
教

▲「頴才新誌」奥付ページのアップ ▲読者投稿作品による「頴才新誌」の表紙
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だ
っ
た
石
井
研
堂
を
編
集
に
迎
え
、
第
３
号
に
は
グ
リ
ム
童
話
の

「
狼
と
七
匹
の
羊
」
を
掲
載
す
る
な
ど
の
新
趣
向
と
と
も
に
、
読

者
が
小
学
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
号
口
絵
や
本
文
の
挿
絵
を
重

視
。
先
行
誌
を
追
い
抜
く
ま
で
力
を
伸
ば
し
て
い
く
。

　
富
国
強
兵
下
に
あ
っ
て
子
ど
も
雑
誌
も
次
第
に
時
局
的
な
記
事

が
多
く
な
り
、
１
９
９
５
（
明
治
28
）
年
９
月
に
掲
載
さ
れ
た
無

署
名
記
事
「
嗚
呼
露
国
」
が
、
日
清
戦
争
後
の
遼
東
半
島
還
付
の

外
交
問
題
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
治
安
妨
害
罪
に
問
わ
れ
、
発
行

停
止
処
分
を
受
け
る
。

　
同
年
５
月
に
「
少
年
園
」
が
、
や
は
り
政
治
問
題
を
掲
載
し
て

園
」
が
創
刊
さ
れ
た
。
読
者
対
象
は
中
学
生
及
び
こ
れ
と
同
等
の

教
養
を
持
つ
青
少
年
と
し
、
発
行
部
数
は
１
万
２
千
部
と
同
誌
記

者
の
弁
を
、
木
村
小
舟
『
少
年
文
學
史
　
明
治
篇 

上
巻
』（
童
話

春
秋
社
）
は
記
し
て
い
る
。

▼
明
治
期
を
代
表
す
る
幼
年
雑
誌
「
小
國
民
」

　
翌
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
７
月
に
は
神
田
錦
町
の
学
齢
館
か

ら
「
少
年
園
」
よ
り
も
読
者
の
対
象
年
齢
を
下
げ
、
小
学
生
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
小
國
民
」
が
創
刊
さ
れ
る
。
小
学
校
教
師

育
を
補
完
し
強
化
す

る
か
の
よ
う
に
子
ど

も
雑
誌
が
次
々
と
登

場
し
て
く
る
。

　
１
８
８
８
（
明
治

21
）
年
11
月
３
日
の

天
長
節
の
日
に
、
文

部
省
で
小
学
校
の
教

科
書
編
纂
に
関
わ
っ

て
い
た
山
県
悌
三
郎

を
編
集
主
幹
と
し

て
、
月
２
回
刊
の
子

ど
も
雑
誌
「
少
年

発
売
停
止
に
な
っ
た
の

に
次
い
で
、
日
本
の
子

ど
も
の
本
史
上
の
相
次

ぐ
言
論
弾
圧
事
件
と
な

る
。
日
清
戦
争
を
契
機

に
、
言
論
表
現
の
規
制

が
子
ど
も
の
本
に
も
及

ぶ
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
最
盛

期
に
は
10
万
部
発
行
し

た
と
い
う
「
小
國
民
」

は
一
時
休
刊
を
余
儀
な

▲明治期を代表する幼年雑誌「小國民」

▲『少年文學史 明治篇 上巻』
（童話春秋社）

▲月 2 回刊の子ども雑誌「少
秊園」
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く
さ
れ
る
が
、
誌
名
を
「
少
國
民
」
に
変
え
て
再
出
発
。
し
か
し

以
前
の
勢
い
を
な
く
し
、
学
齢
館
は
経
営
的
に
厳
し
く
な
り
、
版

元
が
北
隆
館
に
移
さ
れ
る
。

　
日
清
戦
争
は
子
ど
も
の
本
の
市
場
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。
１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
に
本
郷
弓
町
で
創
業

し
た
博
文
館
は
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
２
月
に
「
日
本
之
少

年
」
を
創
刊
。
１
９
９
１
（
明
治
24
）
年
１
月
に
は
同
誌
の
弟
雑

誌
と
し
て
「
小
國
民
」
と
同
様
の
年
少
読
者
を
狙
っ
た
「
幼
年
雑

誌
」
を
創
刊
す
る
。

　
博
文
館
は
、
日
清
戦
争
が
始
ま
る
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
当

時
13
種
の
定
期
刊
行
物
を
出
版
し
て
い
た
が
、
戦
争
勃
発
に
乗
じ

て
刊
行
し
た
「
日
清
戦
争
実
記
」
で
大
成
功
を
収
め
る
。
そ
の
勢

い
に
乗
っ
て
そ
れ
ま
で
の
定
期
刊
行
物
を
整
理
し
、
新
た
に
「
太

陽
」「
少
年
世
界
」「
文
芸
俱
楽
部
」
の
３
誌
を
創
刊
す
る
。

「
少
年
世
界
」
は
既
刊
の
「
日
本
之
少
年
」「
幼
年
雑
誌
」
な
ど

を
統
合
し
た
も
の
で
、
少
年
文
学
叢
書
「
こ
が
ね
丸
」
で
話
題
を

呼
ん
だ
巌
谷
小
波
を
主
筆
に
迎
え
、
月
２
回
刊
で
創
刊
さ
れ
た
。

表
紙
を
見
れ
ば
判
然
と
す
る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
雑
誌
も
天
皇
崇

拝
と
皇
室
賛
美
、
軍
国
主
義
的
風
潮
を
浸
透
さ
せ
る
役
割
を
担
わ

さ
れ
る
の
だ
が
、
同
誌
は
明
治
期
を
代
表
す
る
子
ど
も
雑
誌
と

な
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
文
明
開
花
期
を
飾
る
少
年
雑
誌
「
頴
才
新
誌
」

と
、
明
治
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
幼
年
雑
誌
「
小
國
民
」
の
い
ず

れ
も
が
、
本
の
街
・
神
保
町
エ
リ
ア
か
ら
誕
生
し
た
と
い
う
歴
史

的
事
実
は
記
録
さ
れ
て
よ
い
。

▼
冨
山
房
の
絵
本
「
日
露
戦
争
ぽ
ん
ち
」
シ
リ
ー
ズ
と 

「
新
釈
絵
入
模
範
家
庭
文
庫
」

　
近
代
絵
本
の
黎
明
期
に
神
保
町
の
出
版
社
が
果
た
し
た
役
割
も

見
逃
せ
な
い
。
明
治
30
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
く
る
と
印
刷
技
術

も
急
速
に
発
達
し
、
絵
を
主
体
に
し
た
今
日
の
絵
本
に
つ
な
が
る

出
版
物
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
そ
の
嚆こ

う

矢し

と
も
い
え
る
の
が
冨
山
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
日
露

▲博文館の「少年世界」 ▲北隆館版の「少國民」

▲「小國民」の表紙裏とカラー口絵
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企
画
を
引
き
継
い
だ
専
門
書
の
出
版
が
多
か
っ
た
が
、
小
学
校
の

教
科
書
を
扱
う
こ
と
か
ら
、
次
第
に
子
ど
も
の
本
の
出
版
に
も
進

出
し
て
い
く
。

　
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
、「
少
年
世
界
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
を

刊
行
。
正
宗
白
鳥
『
ふ
し
ぎ
の
魚
』、
中
島
孤
島
『
狼
太
郎
』、
河

井
酔
茗
『
神
代
の
は
な
し
』『
は
ち
か
つ
ぎ
姫
』、
西
村
酔
夢
『
イ

ソ
ッ
プ
の
は
な
し
』
な
ど
16
巻
ま
で
出
版
し
て
い
る
。

　
翌
年
に
は
、
石
原
万
岳
編
『
家
庭
の
た
の
し
み 

お
と
し
ば
な

し
の
巻
』、『
家
庭
の
た
の
し
み 

俳
諧
の
巻
』『
川
柳
の
巻
』『
問

答
の
巻
』
な
ど
、
各
16
ペ
ー
ジ
４
冊
が
山
本
松
谷
の
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
わ
か
り
や
す
い
絵
を
添
え
て
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
幼
い
子
向
け

の
絵
本
的
な
造
り
の
本
も
登
場
す
る
。

　
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
「
日
露
戦
争
ぽ
ん
ち
」
シ

リ
ー
ズ
の
広
告
ポ
ス
タ
ー
を
見
る
と
、
４
冊
の
書
名
の
下
に
「
石

板
極
彩
色
四
度
刷
美
装
毎
冊
読
切
」
と
あ
り
、〈
正
償
一
冊
金
十

三
銭
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
冨
山
房
五
十
年
史
』
巻
末
の
出
版

史
に
よ
る
と
、『
明
治
桃
太
郎
』
と
の
み
記
さ
れ
て
い
て
、
北
澤

保
次
（
北
澤
楽
天
）
の
絵
で
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
の
出
版
と

な
っ
て
い
る
。

『
日
露
ぽ
ん
ち
絵
噺
日
本
勝
捷
山
』
は
、
書
名
欄
に
『
ポ
ン
チ
日

本
勝
捷
山
』、
著
者
欄
に
は
石
原
萬
岳
作
・
尾
竹
國
観
畫
と
あ

り
、
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
の
欄
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
さ
る

戦
争
ぽ
ん
ち
」
シ

リ
ー
ズ
で
あ
る
。
冨

山
房
は
、
１
８
８
６

（
明
治
19
）
年
に
坂

本
嘉
治
馬
に
よ
り
創

立
さ
れ
る
が
、
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
42

ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　
創
業
当
初
は
、
小

野
梓
の
東
洋
館
か
ら

▲『ぽんち御伽絵噺 明治桃太郎』（大阪国際児童振興財団
所蔵）

▲『冨山房五十年史』より
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島
孤
島
『
グ
リ
ム
御
伽
噺
』『
続
グ
リ
ム
御
伽
噺
』、
な
ど
な
ど
、

い
ま
見
て
も
、
そ
の
丁
寧
で
豪
華
な
本
づ
く
り
に
驚
か
さ
れ
る
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
、
裕
福
な
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
長

く
愛
読
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

▼
絵
本
史
に
残
る
名
作
、
中
西
屋
の
「
日
本
一
ノ
画
噺
」
シ
リ
ー
ズ

　
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
絵
本
で
画
期
的
と
思
え
る
の

は
、
中
西
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
一
ノ
画
噺
』
シ
リ
ー
ズ
で

あ
る
。
中
西
屋
は
丸
善
を
起
こ
し
た
早は

矢や

仕し

有ゆ
う

的て
き

が
、
丸
善
で
売

れ
残
っ
た
洋
書
や
古
書
を
売
る
た
め
、
１
８
８
１
（
明
治
14
）
年

に
神
田
駿
河
台
下
の
小
川
町
寄
り
に
開
い
た
古
書
店
で
あ
る
。
こ

の
中
西
屋
よ
り
、
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の

が
『
日
本
一
ノ
画
噺
』
シ
リ
ー
ズ
だ
。

　
小
学
校
入
学
前
に
親
戚
か
ら
５
冊
の
箱
入
り
セ
ッ
ト
を
も
ら
っ

て
、
そ
れ
で
話
を
覚
え
、
文
字
を
覚
え
た
と
い
う
瀬
田
貞
二
が
、

同
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
か
ら
、
こ
の
本
の
形
態
と
そ

の
際
立
っ
た
新
鮮
さ
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

「
こ
の
「
画
噺
」
は
、
Ｂ
七
判
を
や
や
細
長
く
し
た
小
型
本
で
、

厚
表
紙
、
粘

で
つ
ち

葉よ
う

（
と
い
う
か
、
折
本
の
背
を
糊
づ
け
し
た
袋
綴
ふ

う
に
な
っ
て
）
の
厚
紙
二
十
余
丁
、
片
面
が
文
章
、
片
面
が
絵
で

運
ば
れ
、
中
央
は
み
な
見
開
き
で
下
欄
に
文
、
絵
は
み
な
枠
取
り

で
単
色
ベ
タ
の
色
地
の
上
に
墨
の
シ
ル
エ
ッ
ト
で
描
か
れ
、
白
抜

か
に
合
戦
』
と
『
桃
太

郎
の
露
西
鬼
（
ロ
ス

キ
ー
）
征
伐
』
は
、
同

書
の
出
版
史
に
は
見
当

た
ら
な
い
。

　
大
正
期
に
入
っ
て
、

冨
山
房
は
豪
華
で
画
期

的
な
「
新
釈
絵
入
模
範

家
庭
文
庫
」
を
刊
行
す

る
。
１
９
１
５
（
大
正

４
）
年
刊
行
の
『
ア
ラ

ビ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
』
上
下

２
巻
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
豪
華
な
製
本
で
、
５

０
０
ペ
ー
ジ
前
後
に
も

な
る
分
厚
い
内
外
の
名

作
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

　
西
条
八
十
・
水
谷
ま

さ
る
『
世
界
童
謡
集
』

『
ト
ル
ス
ト
イ
童
話

集
』、
楠
山
正
雄
『
日

本
童
話
宝
玉
選
』、
中

▲『世界童謡集』『日本童話宝玉選』『續グリム御伽噺』『トルストイ童話集』（冨山房）
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き
が
き
か
さ
れ
て
い
て
、
文
は
七
五
調
の
韻
文
体
で
唱
歌
ふ
う
に

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
化
し
て
い
ま
す
。
文
は
す
べ
て
小
波
、
絵
は
杉
浦

非
水
、
岡
野
栄
、
小
林
鐘
吉
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
を
受
け

も
っ
て
、
全
部
で
三
十
五
冊
（
と
も
三
十
四
冊
と
も
）、
昔
話
有

り
、
歴
史
物
語
あ
り
、
鳥
獣
話
あ
り
、
み
な
装
と
文
と
絵
と
が
簡

素
鮮
明
な
統
一
に
従
い
、
余
分
な
も
の
の
な
い
直
截
な
美
し
さ
を

印
象
づ
け
ま
す
。
版
の
様
式
的
な
画
風
は
、
色
ベ
タ
と
シ
ル
エ
ッ

ト
と
白
ヌ
キ
と
で
意
外
な
ほ
ど
強
烈
な
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を
た
た

え
、
デ
ィ
テ
イ
ル
を
排
し
て
単
純
化
し
た
背
景
に
き
ち
ん
と
写
実

を
き
か
せ
た
形
状
が
墨
の
つ
ぶ
し
で
配
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
明
確
な
わ
り
に
想
像
を
よ
び

お
こ
す
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

（
瀬
田
貞
二
『
落
穂
ひ
ろ
い
』
下

巻
、
福
音
館
書
店
）」

『
日
本
一
ノ
画
噺
』
は
、
１
９
７

８
（
昭
和
53
）
年
に
ほ
る
ぷ
出
版

か
ら
『
ア
ヒ
ル 

ト 

ニ
ワ
ト
リ
』

『
キ
ヨ
マ
サ
』

『
ソ
ガ 

キ
ヤ

ウ
ダ
イ
』『
ウ

ラ
シ
マ
』

『
カ
チ
カ
チ

ヤ
マ
』『
ザ
ウ

ノ
ア
ソ
ビ
』

の
６
冊
が
貼

箱
入
り
で
復

刊
さ
れ
て
い

▲『アヒル ト ニハトリ』表紙裏と扉（右）、
『日本一ノ画噺』復刻版表紙（左）

▲「日本一ノ画噺」復刻版（ほるぷ出版）
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夏
目
漱
石
に

見
い
だ
さ
れ
て

作
家
と
な
っ
た

鈴
木
三
重
吉

が
、
創
作
に
行

き
詰
ま
り
書
店

経
営
を
め
ざ
す

が
そ
れ
も
挫
折

し
、
糊こ

口こ
う

を
凌し

の

ぐ
た
め
に
春
陽

堂
か
ら
出
版
し

た
翻
案
も
の
の

「
世
界
童
話
集
」

の
ヒ
ッ
ト
か
ら

想
を
得
て
、
童

る
。
い
ず
れ
も
縦
12
・
８
㎝
、
横
７
・
６
㎝
の
小
型
本
で
、
本
文

は
見
返
し
共
取
り
の
40
ペ
ー
ジ
と
い
う
仕
様
だ
。

　
表
紙
は
墨
版
と
色
版
２
色
の
３
色
刷
り
だ
が
、
本
文
は
す
べ
て

２
色
刷
り
。
ペ
ー
ジ
ご
と
に
違
う
色
ベ
タ
と
シ
ル
エ
ッ
ト
と
白
抜

き
だ
け
で
場
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
見
し
て
２
色
刷

り
に
は
見
え
な
い
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
表
情
や
仕
草
も
変
化
に
富

み
、
こ
れ
が
実
に
斬
新
で
想
像
力
を
か
き
立
て
る
。

　
中
西
屋
は
洋
書
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵

本
や
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
影
響
な
ど
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ペ
ー

ジ
ご
と
の
色
の
変
化
や
場
面
展
開
の
巧
み
さ
は
、
後
の
絵
本
に

様
々
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

　
小
波
の
歯
切
れ
の
よ
い
七
五
調
の
文
章
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
心
地

よ
く
、
幼
い
子
ど
も
向
け
絵
本
の
テ
キ
ス
ト
の
在
り
様
を
示
唆
し

て
い
る
。『
ウ
ラ
シ
マ
』
な
ど
17
場
面
の
物
語
が
30
文
字
に
も
満

た
な
い
、
短
歌
の
よ
う
な
短
い
文
章
で
展
開
し
て
い
く
の
だ
か
ら

見
事
で
あ
る
。

▼
小
学
館
か
ら
世
界
で
初
め
て
の
学
年
別
雑
誌
が
誕
生

　
大
正
期
は
子
ど
も
雑
誌
の
創
刊
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
１
９
１

４
（
大
正
３
）
年
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
か
ら
「
少
年
倶
楽

部
」、
婦
人
之
友
社
か
ら
絵
雑
誌
「
子
供
之
友
」。
１
９
１
６
（
大

正
５
）
年
、
コ
ド
モ
社
か
ら
「
良
友
」
が
創
刊
さ
れ
る
。

話
童
謡
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
を
創
刊
し
た
の
が
１
９
１
８
（
大
正

７
）
年
。

　
こ
の
好
評
を
追
っ
て
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
に
小
川
未
明
監

修
で
「
お
と
ぎ
の
世
界
」（
文
光
堂
）、「
金
の
船
」（
キ
ン
ノ
ツ
ノ

社
、
の
ち
に
「
金
の
星
」
と
改
題
し
社
名
も
金
の
星
社
に
）。
１

９
２
０
（
大
正
９
）
年
「
童
話
」（
コ
ド
モ
社
）、
１
９
２
２
（
大

正
11
）
年
に
は
絵
雑
誌
「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」（
東
京
社
）
が
創
刊 ▲「金の船」は後に「金の星」と改題された
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常
小
学
一
年
男
生
」、
10

月
号
に
「
尋
常
小
学
一
年

女
生
」
を
集
英
社
の
社
名

　
と
こ
ろ
が
、
翌
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９
月
１
日
に
関
東
大

震
災
が
発
生
し
、
小
学
館
も
罹
災
す
る
が
、「
小
學
五
年
生
」
と

「
小
學
六
年
生
」
の
印
刷
所
は
被
害
を
免
れ
た
た
め
、
急
遽
大
震

災
速
報
を
収
め
て
10
月
号
を
発
行
。
他
社
の
子
ど
も
雑
誌
が
ほ
と

ん
ど
刊
行
で
き
な
か
っ
た
た
め
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
。

　
そ
の
勢
い
に
乗
じ
て
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
「
小
學
四

年
生
」、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
「
せ
う
が
く
三
年
生
」「
セ

ウ
ガ
ク
二
年
生
」「
セ
ウ
ガ
ク
一
年
生
」
を
創
刊
し
、
世
界
に
ま

れ
な
る
学
年
別
学
習
雑
誌
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
成
立
す
る
の
だ
。

　
小
学
館
の
学
年
誌
の
成
功
を
に
ら
ん
で
、
他
社
か
ら
の
競
合
誌

を
牽
制
す
る
た
め
、
相
賀
武
夫
は
、
１
９
２
５
年
９
月
号
に
「
尋

さ
れ
て
い
る
。

　
岡
山
の
吉
田
書
店

で
、
住
み
込
み
で
働

い
て
い
た
当
時
17
歳

の
相
賀
武
夫
が
、
吉

田
書
店
の
店
主
・
岩

次
郎
経
営
の
大
阪
研

文
館
・
東
京
出
張
所

主
任
を
命
じ
ら
れ
、

単
身
東
京
に
出
て
神

田
錦
町
で
仕
事
を
始

め
た
の
が
、
１
９
１

４
（
大
正
３
）
年
。

　
そ
の
２
年
後
、
岩

次
郎
が
中
心
に
な
っ
て
大
阪
で
共
同
出
版
社
を
立
ち
上
げ
、
武
夫

は
そ
の
東
京
支
社
長
に
任
じ
ら
れ
る
。
共
同
出
版
で
学
参
物
な
ど

を
扱
い
な
が
ら
、
中
学
受
験
を
意
識
し
た
雑
誌
の
創
刊
を
構
想

し
、
自
ら
い
ま
の
学
士
会
館
の
隣
あ
た
り
に
あ
っ
た
長
屋
を
借
り

て
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
８
月
に
小
学
館
を
設
立
。
９
月
に

「
小
學
五
年
生
」「
小
學
六
年
生
」
10
月
号
を
同
時
創
刊
し
た
。
発

行
部
数
は
各
２
万
部
だ
が
、
売
れ
行
き
は
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
ら

し
い
。

▲「コクミン一年生」「コクミン
二年生」を統合した「良い子の友」

▲「幼稚園」は「ツヨ
イコヨイコ」に改題さ
れた

▲「こくみん三年生」「國
民四年生〜國民六年生」
を統合した「少國民の友」

▲大正時代に創刊された「小學六年生」と「セウガク一年生」
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月
出
来
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
誌
掲
載
の
第
１
集
第
１
編

「
お
米
の
巻
」
の
表
紙
写
真
に
付
さ
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

で
創
刊
。
こ
れ
が
集
英
社
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

　
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
に
は
「
幼
稚
園
」
を
創
刊
。
１
９
４

１
（
昭
和
16
）
年
、
国
民
学
校
令
施
行
に
合
わ
せ
て
「
セ
ウ
ガ
ク

一
年
生
」
か
ら
「
小
學
六
年
生
」
ま
で
の
誌
名
を
「
コ
ク
ミ
ン
一

年
生
」
か
ら
「
國
民
六
年
生
」
に
変
更
。
１
９
４
２
（
昭
和
17
）

年
に
は
戦
時
統
制
に
よ
り
「
幼
稚
園
」
が
「
ツ
ヨ
イ
コ
ヨ
イ
コ
」

に
、
学
年
誌
も
「
良
い
子
の
友
」「
少
國
民
の
友
」
の
２
誌
に
併

合
さ
れ
る
。

　
敗
戦
後
も
そ
れ
ぞ
れ
合
併
号
を
刊
行
し
て
継
続
さ
れ
る
が
、
１

９
４
６
（
昭
和
21
）
年
か
ら
順
次
学
年
別
に
戻
り
、
表
紙
に
「
小

学
館
の
学
年
別
学
習
雑
誌
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

▼
い
ま
も
続
く
観
察
絵
本
「
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
」
が
創
刊

　
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
、
高
市
次
郎
が
東
京
飯
田
橋
に
保
育

用
品
の
研
究
販
売
の
た
め
に
白
丸
屋
を
開
店
し
、
翌
年
フ
レ
ー
ベ

ル
館
と
改
称
。
日
本
初
の
鉄
製
シ
ー
ソ
ー
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、

積
み
木
な
ど
の
保
育
用
品
や
教
材
の
開
発
と
販
売
を
手
掛
け
た
。

　
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
４
月
の
幼
稚
園
令
で
新
た
に
「
観

察
」
と
い
う
保
育
項
目
が
加
わ
っ
た
の
を
受
け
て
、
１
９
２
７

（
昭
和
２
）
年
に
観
察
絵
本
「
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
」
を
創
刊
す
る
。

『
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
の
90
年
』（
印
刷
博
物
館
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
創
刊
予
告
を
見
る
と
、「
第
一
巻
お
米
の
巻
」
が
「
愈
々
九

▲「キンダーブック」創刊予告（『キンダー
ブックの 90年』印刷博物館刊より）
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「
二
七
年
一
一
月
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
創
刊
予
告
の
フ
レ
ー
ベ
ル
館
の
住
所
は
「
東
京
市
小
石

川
区
指
ケ
谷
町
」
と
あ
る
が
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
の
雑
誌

広
告
で
は
「
東
京
神
田
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
奥
付
を
見

る
と
発
行
所
は
「
神
田
区
一
ツ
橋
通
町
三
十
教
育
会
館
内
」
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
フ
レ
ー
ベ
ル
館
は
神
田
小
川
町
に
移

り
、
戦
後
も
１
９
７
０
年
代
に
は
小
川
町
の
靖
国
通
り
に
面
し
た

場
所
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
駒
込
に
移
転
し
て
い
る
も
の
の
神
保

町
界
隈
で
の
歴
史
は
長
い
。

　
創
刊
予
告
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
お
米
の
巻
」
の
目
次
を
見
る

だ
け
で
も
、
幼
児
向
け
と
は
い
え
、
米
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
事
象

を
丁
寧
に
紹
介
し
、
観
察
絵
本
に
か
け
る
熱
意
の
ほ
ど
が
見
て
取

れ
る
。
幼
稚
園
へ
の
直
販
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
Ｂ
４
判
横
長
で
32
ペ
ー
ジ
の
、
そ
れ
ま
で
の
絵
雑
誌
に
は
見

ら
れ
な
い
大
判
の
場
面
展
開
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　
創
刊
号
は
、
Ｂ
４
横
長
判
と
Ｂ
５
判
の
２
種
類
刊
行
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
Ｂ
５
判
は
店
頭
販
売
用
に
発
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

判
型
は
そ
の
後
、
何
度
も
変
わ
っ
て
い
く
の
は
、
直
販
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
読
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
な
が
ら
変
え
て
い
っ
た

よ
う
に
も
思
え
る
。

　
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
５
月
の
日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
設

立
に
伴
い
、
創
刊
以
来
の
直
販
方
式
が
で
き
な
く
な
り
、
フ
レ
ー

ベ
ル
館
の
社
名
も
敵
性
語
だ
と
い
う
こ
と
で
、
同
年
11
月
に
は
日

▲創刊号は B4 横長と B5 判の 2種類
発行（『キンダーブックの 90年』より）

▲B4横長の表紙は大胆な絵を使って迫力があった
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北
原
白
秋
の
弟
・
北
原

鉄
雄
が
、
白
秋
を
顧
問
に

し
て
１
９
１
５
（
大
正

４
）
年
に
立
ち
上
げ
た
阿

弥
陀
書
房
は
、
２
年
後
に

ア
ル
ス
と
改
称
し
て
、
神

田
神
保
町
三
丁
目
に
事
務

所
を
構
え
た
。
そ
し
て
円

本
ブ
ー
ム
に
便
乗
し
、
１

９
２
７
（
昭
和
２
）
年
３

月
、
白
秋
ほ
か
を
顧
問
に

し
て
１
冊
50
銭
、
２
冊
で

１
円
の
「
日
本
児
童
文
庫
」（
全
76
巻
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
こ
れ
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
菊
池
寛
と
芥
川
龍
之
介
を
編

集
責
任
者
に
し
た
「
小
学
生
全
集
」（
全
88
巻
）
が
、
興
文
社
＋

文
藝
春
秋
か
ら
１
冊
35
銭
で
同
年
同
月
か
ら
毎
月
３
冊
刊
行
さ
れ

た
。
激
烈
な
宣
伝
合
戦
を
展
開
し
、
挙
句
の
果
て
は
白
秋
と
菊
池

寛
の
激
し
い
罵
り
合
い
と
な
り
、
告
訴
騒
ぎ
に
ま
で
発
展
す
る
。

「
日
本
児
童
文
庫
」
は
、
四
六
判
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
装
丁
が
恩
地

孝
四
郎
、
挿
絵
に
初
山
滋
や
岡
本
帰
一
を
起
用
。「
小
学
生
全
集
」

は
菊
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
で
装
丁
は
武
井
武
雄
他
。
ど
ち
ら
も
30
万

部
売
れ
た
と
い
い
、
昭
和
戦
前
期
に
子
ど
も
だ
っ
た
世
代
に
は
、

本
保
育
館
に
改
称
。

「
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
」

の
誌
名
も
、
１
９
４

２
（
昭
和
17
）
年
４

月
か
ら
「
ミ
ク
ニ
ノ

コ
ド
モ
」
に
変
え
、

紙
面
も
戦
争
賛
美
が

多
く
な
る
。

　
そ
の
後
、
戦
時
下
の
整
備
統
合
に
よ
り
終
刊
と
な
り
、「
日
本

ノ
コ
ド
モ
」
に
吸
収
さ
れ
る
。
戦
後
は
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年

８
月
に
復
刊
し
、
保
育
園
幼
稚
園
の
直
販
雑
誌
と
し
て
現
在
も
刊

行
さ
れ
続
け
て
い
る
。

▼
円
本
時
代
の
児
童
全
集
合
戦
と
ア
ル
ス

　
関
東
大
震
災
は
、
偶
然
に
も
創
立
間
も
な
い
小
学
館
の
躍
進
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
が
、
出
版
界
は
概
ね
大
き
な
痛
手
を
負
っ

た
。
そ
ん
な
中
で
、
経
営
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
改
造
社
が
、
１
冊

１
円
の
薄
利
多
売
で
全
巻
予
約
、
毎
月
１
冊
配
本
の
「
現
代
日
本

文
学
全
集
」
の
刊
行
に
社
運
を
賭
け
、
23
万
の
予
約
を
得
て
大
成

功
を
収
め
る
。
そ
れ
を
追
っ
て
各
社
が
、
全
巻
予
約
の
同
じ
よ
う

な
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
昭
和
の
初
め
に
期
せ
ず
し
て
〝
円
本

ブ
ー
ム
〟
が
起
こ
る
。

▲「日本児童文庫」（アルス：旧阿弥陀書房）

▲「キンダーブック」から「ミ
クニノコドモ」へ改題
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講
談
社
の
絵
本
と
同
様

に
印
象
に
残
る
シ
リ
ー

ズ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
ア
ル
ス
は
そ
の
後
、

「
ア
ル
ス
新
日
本
児
童

文
庫
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
長
与
善
郎
『
世
界

の
文
化
に
盡つ

く

し
た
人 

々
』、
武
者
小
路
実
篤

『
二
宮
尊
徳
』、
百
田
宗

次
『
私
た
ち
の
綴
方
教

室
』、
小
川
未
明
『
夜

の
進
軍
喇ら

っ

叭ぱ

』、
坪
田

譲
治
『
父
は
戦
に
』
な

ど
を
刊
行
し
て
い
る
。

▼
羽
田
書
店
の
宮
澤
賢

治
と
岩
波
書
店
の「
プ 

ー
さ
ん
」

ブ
ー
ム
の
後
に
岩
波
文
庫
を
創
刊
す
る
な
ど
大
躍
進
す
る
。

　
そ
の
岩
波
茂
雄
が
、
東
京
朝
日
新
聞
政
治
部
記
者
か
ら
鉄
道
大

臣
秘
書
官
に
な
り
、
衆
議
院
議
員
に
も
な
っ
た
羽
田
武
嗣
郎
の
相

談
を
受
け
て
、
ス
タ
ー
ト
時
に
岩
波
書
店
が
販
売
を
請
け
負
い
、

羽
田
が
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
に
創
業
さ
せ
た
の
が
羽
田
書
店

で
あ
る
。
神
田
神
保
町
、
神
田
駿
河
台
な
ど
に
社
屋
を
構
え
、
戦

後
ま
で
営
業
を
続
け
る
が
、
戦
前
に
い
ち
早
く
宮
澤
賢
治
の
著
作

を
出
版
し
た
こ
と
で
有
名
だ
。

　
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
、
37
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
宮
澤

賢
治
に
は
、
生
前
に
自
費
出
版
し
た
詩
集
『
春
と
修
羅
』
と
童
話

集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
２
冊
し
か
な
か
っ
た
が
、
１
９
３

９
（
昭
和
14
）
年
３
月
、
羽
田
書
店
か
ら
『
宮
澤
賢
治
名
作
選
』

（
上
下
２
巻
）
を
刊
行
。
続
け
て
羽
田
書
店
は
、
同
年
12
月
に

『
風
の
又
三
郎
』、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
に
『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド

リ
の
伝
記
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
ケ
ー
ス
入
り
の
華
麗
な
装
丁

の
単
行
本
に
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

『
風
の
又
三
郎
』
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
自
社
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
並
ん
で
、
十
字
屋
書
店
の
『
宮
澤
賢
治
全
集
』

（
全
６
巻
）
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
唯
一
の

宮
澤
賢
治
全
集
で
あ
る
。
十
字
屋
書
店
の
住
所
が
「
神
田
区
神
保

町
一
丁
目
」
と
あ
り
、
同
社
は
新
刊
書
店
と
し
て
今
も
神
保
町
で

営
業
し
て
い
る
。

　
岩
波
書
店
は
、
岩
波
茂
雄
に
よ
り
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に

古
書
店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
翌
年
、
夏
目
漱
石
の
『
こ
ゝ

ろ
』
の
出
版
が
き
っ
か
け
で
急
成
長
し
、
昭
和
に
入
っ
て
円
本

▲小川未明『夜の進軍喇叭』（「アルス新日本児
童文庫」より）

▲『小学生全集』（興文社＋文藝春秋）
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岩
波
書
店
は
、
１

９
４
０
年
ご
ろ
か
ら

子
ど
も
の
た
め
の
名

作
文
庫
の
企
画
が
進

み
、
豊
島
与
志
雄
、

中
野
好
夫
、
吉
田
甲

子
太
郎
と
編
集
部
で

討
議
を
続
け
て
、
１

９
４
３
（
昭
和
18
）

年
に
は
最
初
の
20
冊

の
刊
行
が
決
ま
り
、

そ
の
一
部
は
校
正
刷

り
ま
で
出
て
い
た
と

い
う
。

　
し
か
し
統
制
機

関
・
日
本
出
版
文
化

協
会
の
激
し
い
反
対

に
よ
り
挫
折
さ
せ
ら

れ
た
と
『
岩
波
少
年

文
庫
の
歩
み
』（
岩
波
書
店
）
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い

え
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
、
石
井
桃
子
訳
で
ミ
ル
ン
の

『
熊
の
プ
ー
さ
ん
』
を
刊
行
。
翌
年
に
は
同
じ
ミ
ル
ン
の
『
プ
ー

▲『宮澤賢治名作選（上）』（羽
田書店）

▲『グスコーブドリの傳記
童話』（宮沢賢治 作／横井
弘三 装丁挿画）

▲宮澤賢治『注文の多い料
理店』（私家版）

▲宮澤賢治『風の又三郎』の巻末広告に十字屋書店の宮澤賢治全集の広告も
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れ
た
。

　
神
保
町
界
隈
か
ら
も
神
田
錦
町
の
柏
書
房
か
ら
「
光
の
子

供
」、
九
段
一
丁
目
に
あ
っ
た
桐
書
房
か
ら
「
少
年
オ
ー
ル
」
な

ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
絵
物
語
や
マ
ン
ガ
を
掲
載
し
た
大
衆
的
な
子
ど
も
雑

誌
「
お
も
し
ろ
ブ
ッ
ク
」「
幼
年
ブ
ッ
ク
」（
集
英
社
）
な
ど
の
台

頭
に
よ
り
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
か
ら
１
９
５
１
（
昭
和

26
）
年
に
か
け
て
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
休
刊
す
る
こ
と
に
な

る
。
親
や
教
師
に
は
歓
迎
さ
れ
た
も
の
の
、
子
ど
も
た
ち
は
娯
楽

雑
誌
の
ほ
う
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
。

　
大
正
期
に
「
令
女
界
」（
１
９
２
２
～
50
年
）
を
創
刊
し
て
一

横
町
に
た
っ
た
家
』
を
出
版
す
る
な
ど
、
戦
時
下
に
も
拘
わ
ら
ず

英
語
の
本
を
翻
訳
出
版
し
、
戦
後
の
海
外
児
童
文
学
翻
訳
出
版
の

礎
と
な
る
。

▼
戦
後
民
主
主
義
と
子
ど
も
雑
誌
な
ど

　
敗
戦
に
伴
う
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
戦
後
の
民
主
化
の
機
運
の
中
で
、

民
主
的
と
か
良
心
的
と
か
い
わ
れ
た
子
ど
も
雑
誌
「
赤
と
ん
ぼ
」

（
実
業
之
日
本
社
）
や
「
子
供
の
廣
場
」（
新
世
界
社
）
や
「
銀

河
」（
新
潮
社
）
が
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
に
創
刊
さ
れ
、
１

９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
は
「
童
話
教
室
」（
柏
書
房
）、
１
９
４

８
（
昭
和
23
）
年
に
は
「
少
年
少
女
」（
中
央
公
論
社
）
な
ど
が

相
次
い
で
創
刊
さ
れ
、「
赤
い
鳥
」
の
再
来
な
ど
と
も
て
は
や
さ

▲「光の子供」（柏書房）、「少年オール」（桐書房）
「おもしろブック」「幼年ブック」（集英社）

▲「赤とんぼ」（実業之日本社）と「子供の
廣場」（新世界社）

▲「少年少女」（中央公論社）と「銀河」（新
潮社）
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入
社
し
、
戦
中
か
ら
の
同

社
の
念
願
だ
っ
た
少
年
文

庫
の
編
集
に
関
わ
る
。

　
そ
し
て
、
石
井
は
、
戦

前
に
校
正
刷
り
ま
で
出
て

い
た
作
品
の
中
か
ら
、

『
寳
島
』『
あ
し
な
が
お
じ

さ
ん
』『
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
』
の
３
冊
を
選

び
、
戦
後
の
ケ
ス
ト
ナ
ー

の
新
作
『
ふ
た
り
の
ロ
ッ

テ
』
に
、
自
分
が
疎
開
中

に
翻
訳
し
た
『
牛
追
い
の

冬
』
を
加
え
、
７
か
月
後

の
12
月
25
日
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
合
わ
せ
て
「
岩
波
少

世
を
風
靡
し
た
、
神
保

町
の
出
版
社
・
宝
文
館

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た

菊
田
一
夫
の
『
君
の
名

は
？
』
を
出
版
し
て
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
。

　
そ
の
つ
な
が
り
で
、

や
は
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

で
子
ど
も
た
ち
を
熱
狂

さ
せ
た
、『
新
諸
国
物

語
　
笛
吹
童
子
』（
３

冊
）
や
青
木
茂
原
作
・

年
文
庫
」
５
冊
を
創
刊
さ
せ
た
。

　
そ
れ
ま
で
、
グ
リ
ム
や
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
は
じ
め
、
海
外
児
童

文
学
の
名
作
は
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
き
た
が
、
ず
さ
ん
な
翻
訳

や
改
訳
が
多
い
こ
と
を
憂
慮
し
、
原
作
の
本
当
の
姿
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
読
め
る
も
の
に

し
た
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
創
刊
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

筒
井
敬
介
脚
色
『
三
太
物
語
』
な
ど
を
出
版
。
宝
文
館
は
、
い
ま

で
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
、
い
ぬ
い
と
み
こ
の
『
な
が
い
な
が
い

ペ
ン
ギ
ン
の
話
』（
現
在
は
、
理
論
社
・
岩
波
少
年
文
庫
）
を
最

初
に
出
版
し
た
版
元
で
も
あ
る
。

▼
「
岩
波
少
年
文
庫
」
と
「
岩
波
の
子
ど
も
の
本
」

　
敗
戦
か
ら
５
年
後
の
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
５
月
、
宮
城
県

に
疎
開
中
の
石
井
桃
子
は
、
岩
波
書
店
取
締
役
の
小
林
勇
と
吉
野

源
三
郎
か
ら
再
三
の
誘
い
を
受
け
て
、
同
社
に
嘱
託
社
員
と
し
て

▲岩波少年文庫の「寶島」（R.L. スティーヴンスン 作）、「あしながおじさん」
（ジーン ･ ウェブスター 作）、「牛追いの冬」（マリー ･ ハムズン 作）

▲『三太物語』と、いぬいとみこ『ながいながいペンギン
の話』（宝文館）
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ず
み
と
お
う
さ
ま
』『
み

ん
な
の
世
界
』『
ス
ザ
ン

ナ
の
お
人
形
・
ビ
ロ
ー
ド

の
う
さ
ぎ
』『
山
の
ク
リ

ス
マ
ス
』
の
６
冊
で
、
１

９
５
４
（
昭
和
29
）
年
12

月
ま
で
の
あ
い
だ
に
24
冊

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、『
ふ
し
ぎ
な
た
い

こ
』『
お
そ
ば
の
く
き
は

な
ぜ
あ
か
い
』
の
２
冊
を

除
い
て
、
全
て
海
外
の
作

品
で
あ
る
。

　
中
で
も
バ
ン
ナ
ー
マ
ン

の
『
ち
び
く
ろ
・
さ
ん

ぼ
』
は
人
気
で
、
広
く
読

み
継
が
れ
て
き
た
が
、
差

以
後
70
余
年
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
海
外
の
児
童
文

学
作
品
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月
に
刊
行
さ
れ
た
若
菜
晃
子 

編

著
『
岩
波
少
年
文
庫
の
あ
ゆ
み 

１
９
５
０

−

２
０
２
０
』（
岩
波

書
店
）
に
は
、
創
刊
の
経
緯
や
関
係
者
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
交

え
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
創
刊
か
ら
現
在
ま
で
の
総
目

録
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
占
領
下
の
仙せ

ん

花か

紙し

絵
本
時
代
に
も
海
外
の
絵
本
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と

紹
介
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
海
外
絵
本
の
翻
訳
出
版
が
本
格
化
す

る
の
は
「
岩
波
の
子
ど
も
の
本
」
シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
で
あ
る
。

「
岩
波
少
年
文
庫
」
を
成
功
さ
せ
、
戦
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
は
じ

め
海
外
の
子
ど
も
の
本
の
情
報
を
集
め
た
り
、
自
ら
も
翻
訳
し
て

き
た
石
井
桃
子
を
編
集
長
に
、
光
吉
夏
弥
も
加
わ
っ
て
、
今
日
ま

で
読
み
つ
が
れ
て
き
た
「
岩
波
の
子
ど
も
の
本
」
は
、
１
９
５
３

（
昭
和
28
）
年
12

月
か
ら
刊
行
が
始

ま
る
。

　
第
一
回
配
本

は
、『
ち
び
く
ろ
・

さ
ん
ぼ
』『
ふ
し

ぎ
な
た
い
こ
』『
ね

別
意
識
が
問
題
と
な
り
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
絶
版
と
な

る
。
レ
イ
の
『
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
』
や
バ
ー
ト
ン
の
『
ち
い
さ
い

お
う
ち
』
も
、
当
初
は
文
章
を
縦
書
き
に
し
た
た
め
逆
版
使
用
が

あ
っ
た
も
の
の
、
原
著
に
合
わ
せ
て
改
変
さ
れ
な
が
ら
、
今
日
ま

で
親
し
ま
れ
続
け
て
い
る
。
ケ
ス
ト
ナ
ー
の
『
ど
う
ぶ
つ
会
議
』

▲『ひとまねこざる』
（H.A. レイ 著／光吉夏
弥 訳）

▲『ちいさい おうち』（バー
ジニア ･ リー ･ バートン 作
／石井桃子 訳）

▲『どうぶつ会議』（エー
リヒ ･ ケストナー 著／
ワルター ･ トリヤー 絵
／光吉夏弥 訳）

▲『岩波少年文庫のあゆみ 
1950 〜 2020』（若菜晃子 
編著）
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い
る
。
１
９
５
３
（
昭
和

28
）
年
、
創
元
社
か
ら
刊

行
さ
れ
た
、「
世
界
少
年

少
女
文
学
全
集
」（
全
50

巻
）
は
、
古
典
的
な
世
界

名
作
を
中
心
に
し
て
１
９

５
６
（
昭
和
31
）
年
11
月

ま
で
毎
月
１
冊
ず
つ
配
本

さ
れ
、
世
界
名
作
ブ
ー
ム

の
先
駆
け
と
な
る
。

　
１
９
４
９
（
昭
和
24
）

年
４
月
、
岡
本
睦
人
が

「
日
本
お
と
ぎ
文
庫
」（
全

３
巻
）
を
刊
行
し
て
、
神

保
町
一
丁
目
で
創
業
し
た

あ
か
ね
書
房
は
、
同
年
12

月
に
川
端
康
成
著
・
武
井

武
雄
装
画
『
青
い
鳥
』
を

第
１
巻
に
「
世
界
名
作
物

語
選
書
」（
全
８
巻
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　
と
同
時
に
、
村
松
武
夫

は
、
後
に
大
型
版
の
新
訳
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
今
日
で
も
旧
版
が

生
き
続
け
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
後
の
日
本
の
絵
本
出
版

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

▼
子
ど
も
向
け
名
作
文
学
全
集
の
ブ
ー
ム
の
中
で

「
岩
波
少
年
文
庫
」
の
成
功
は
他
社
に
も
影
響
を
与
え
、
ま
た
戦

後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
に
順
次
入
学
し
て

く
る
時
期
と
も
重
な
り
、
各
社
か
ら
様
々
な
児
童
文
学
全
集
が
刊

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
１
９
５
３（
昭
和
28
）年
、

当
時
小
川
町
に
あ
っ
た
河
出

書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
日

本
児
童
文
学
全
集
」（
全
12

巻
）
は
、
明
治
期
の
巌
谷
小

波
か
ら
始
ま
り
、
詩
や
童

謡
、
脚
本
や
少
年
少
女
小
説

ま
で
網
羅
し
た
画
期
的
な
全

集
だ
っ
た
。

　
河
出
書
房
は
、
60
年
代
後

半
に
は
完
訳
版
で
「
少
年
少

女
世
界
の
文
学
」（
全
24
巻

＋
別
巻
２
巻
）
も
刊
行
し
て

▲「日本おとぎ文庫 3」
の『いっすんぼうし』▲魅力的なタイトルが並ぶ「世界名作物語選書」

▲「日本児童文学全集」（全 12巻）河出書房
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ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
、
後
続
企
画
と
し
て
１
９
６
４

（
昭
和
39
）
年
、「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」（
全
50
巻
）
を

刊
行
。
以
後
、
小
学
館
で
は
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
の
「
世
界

お
は
な
し
名
作
全
集
」（
全
12
巻
）
に
至
る
ま
で
、
名
作
全
集
を

度
々
刊
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

著
・
熊
田
五
郎
装
丁
『
イ
ソ
ッ
プ
ど
う
わ
』
を
第
１
巻
と
し
た

「
世
界
童
話
集
」
も
並
行
し
て
出
版
。
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年

12
月
に
は
、
北
条
誠
文
『
小
公
女
』
と
宮
澤
賢
治
『
風
の
又
三

郎
』
の
２
冊
同
時
刊
行
で
「
世
界
絵
文
庫
」（
全
50
巻
）
を
刊
行

す
る
な
ど
、
他
社
に
先
ん
じ
て
早
く
か
ら
名
作
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行

し
て
き
た
。

　
そ
し
て
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
、
志
賀
直
哉
・
谷
川
徹
三
・

石
川
脩
平
監
修
に
よ
る
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
全
集
」（
全
50

巻
）
を
亀
井
勝
一
郎
編
『
夏
目
漱
石
名
作
集
』
を
第
１
巻
と
し
て

刊
行
。
全
30
巻
の
本
格
的
で
斬
新
な
子
ど
も
向
け
の
文
学
全
集

だ
っ
た
か
ら
反
響
も
大
き
く
、
爆
発
的
な
人
気
を
呼
び
増
刷
に
増

刷
を
重
ね
た
と
い
う
。
あ
か
ね
書
房
の
創
業
と
そ
の
後
に
つ
い
て

は
、
31
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
神
保
町
に
新
社
屋
を
建
て
た
岩
崎

書
店
も
、
教
科
別
の
学
習
シ
リ
ー
ズ
を
た
く
さ
ん
出
版
し
て
い
た

が
、
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に
「
少
年
少
女
世
界
名
著
選
集
」

（
全
15
巻
）、
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
に
「
世
界
少
女
名
作
全

集
」、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
「
世
界
ひ
ら
が
な
童
話
集
」

な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
全
集
を
次
々
と
刊
行
し
た
。
70
年
代
に
は
、

『
モ
チ
モ
チ
の
木
』『
花
さ
き
山
』
な
ど
の
絵
本
で
話
題
を
呼
ぶ
。

　
創
元
社
の
全
50
巻
の
名
作
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
を
追
っ
て
、

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
、
講
談
社
は
創
立
50
周
年
の
記
念
企
画

と
し
て
「
少
年
少
女
世
界

文
学
全
集
」（
全
50
巻
）

を
刊
行
。
そ
の
成
功
を
追

う
よ
う
に
、
小
学
館
も
１

９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に

「
少
年
少
女
世
界
名
作
文

学
全
集
」（
全
56
巻
）
を

▲『モチモチの木』（斎藤隆
介 文／滝平二郎 絵）

▲『世界おはなし名作全集』（小学館）

▲『少年少女世界の名作文学』（小学館）
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と
ら
っ
く 

と
ら
っ
く
」
か
ら
横
長
に
変
え
る
。
そ
の
後
『
ス
ー

ホ
の
白
い
馬
』『
お
お
き
な
か
ぶ
』『
だ
い
く
と
お
に
ろ
く
』『
か

ば
く
ん
』『
ふ
し
ぎ
な 

た
け
の
こ
』『
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ 

▼
絵
本
の
世
界
を
変
え
た
「
こ
ど
も
の
と
も
」
が
福
音
館
か
ら
創
刊

「
岩
波
の
子
ど
も
の
本
」
が
紹
介
し
た
欧
米
の
絵
本
か
ら
、
絵
本

の
素
晴
ら
し
さ
と
物
語
絵
本
の
魅
力
を
知
っ
た
と
い
う
福
音
館
書

店
の
若
き
編
集
者
松
居
直
は
、
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に
神
田

三
崎
町
で
直
販
方
法
に
よ
る
月
刊
物
語
絵
本
「
こ
ど
も
の
と
も
」

を
創
刊
す
る
。

　
創
刊
号
は
「
ビ
ッ
プ
と
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」（
４
月
号
）、
第
２
号

が
「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」（
５
月
号
）。
毎
号
１
冊
丸
ご
と
一

つ
の
物
語
を
紹
介
す
る
点
が
、
こ
れ
ま
で
の
絵
本
雑
誌
と
の
大
き

な
違
い
で
あ
る
。
９
号

で
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

「
マ
ッ
チ
う
り
の
し
ょ

う
じ
ょ
」
を
紹
介
す
る

な
ど
、
海
外
の
名
作
を

随
所
に
挟
み
な
が
ら
、

Ｂ
５
判
・
縦
長
・
中
綴

じ
・
右
開
き
・
本
文
16

ペ
ー
ジ
の
仕
様
で
63
号

ま
で
続
け
る
。

　
そ
し
て
64
号
（
１
９

６
１
［
昭
和
36
］
年
７

月
号
）
の
「
と
ら
っ
く 

▲『スーホの白い馬』（大塚勇三 再話／赤
羽末吉 画）

▲『おおきなかぶ』（A･ トルストイ 作／内
田莉莎子 訳／佐藤忠良 絵）

▲『だるまちゃんとてんぐちゃん』（加古里
子 作 ･ 絵）

▲『しょうぼうじどうしゃじぷた』（渡辺茂
男 作／山本忠敬 絵）

▲「こどものとも」創刊号（左）と第 2 号（右）
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じ
ぷ
た
』『
ぐ
り

と
ぐ
ら
』
が
登
場

す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
後
に
ハ
ー
ド

カ
バ
ー
の
単
行
本

絵
本
と
な
っ
て
、

今
日
ま
で
読
み
継

が
れ
る
名
作
が

▼
現
代
児
童
文
学
を
牽
引
し
た
理
論
社
と
あ
か
ね
書
房

　
１
９
５
０
年
代
末
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
、
テ
レ
ビ
の
急
速
な

普
及
と
少
年
週
刊
誌
の
登
場
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
時
代
の
到
来
に
合

わ
せ
、
所
得
倍
増
計
画
と
高
度
経
済
成
長
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
子

ど
も
の
本
も
に
わ
か
に
市
場
拡
大
し
活
性
化
し
て
い
く
。

　
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に
は
佐
藤
さ
と
る
の
『
だ
れ
も
知
ら

な
い
小
さ
な
国
』（
講
談
社
）、
い
ぬ
い
と
み
こ
の
『
木
か
げ
の
家

次
々
と
誕
生
す
る
。

「
こ
ど
も
の
と
も
」
か
ら
は
そ
の
後
も
『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん

ぐ
ち
ゃ
ん
』『
ふ
し
ぎ
な
え
』『
ご
ろ
ご
ろ 
に
ゃ
ー
ん
』
な
ど
な

ど
、
絵
本
史
に
残
る
傑
作
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
て
い
る
。

　
福
音
館
書
店
は
、「
こ
ど
も
の
と
も
」
の
成
功
か
ら
、
同
じ
よ

う
に
１
冊
１
テ
ー
マ
の
月
刊
科
学
絵
本
雑
誌
「
か
が
く
の
と
も
」

を
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
４
月
号
か
ら
創
刊
す
る
。
創
刊
号
の

「
し
っ
ぽ
の
は
た
ら
き
」
は
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
動
物
絵
本
と

し
て
、
後
に
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
た
傑
作
だ
。

　
初
期
の
「
か
が
く
の
と
も
」
で
は
、
谷
川
俊
太
郎
の
写
真
絵
本

「
こ
っ
ぷ
」
が
衝
撃
的
で
、
そ
の
後
、
長
新
太
と
組
ん
だ
『
わ
た

し
』
や
『
き
も
ち
』
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
テ
ー

マ
に
挑
ん
だ
絵
本
と
し
て
記
憶
に
残
る
。

▲画期的な月刊科学絵本雑誌「か
がくのとも」

▲谷川俊太郎の写真絵本「こっぷ」
と長新太と組んだ「わたし」

▲「ふしぎなえ」（安野光雅 作 ･ 絵）

21



作
品
が
次
々
と
登

場
す
る
。

　
理
論
社
は
神
田

神
保
町
一
丁
目
に

あ
り
、
70
年
代
に

は
灰
谷
健
次
郎

の
『
兎
の
眼
』
や

『
太
陽
の
子
』
な

ど
、
１
０
０
万
部

を
超
え
る
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
ま
で
出
版

し
、
児
童
文
学
の

黄
金
時
代
を
支
え

る
の
だ
。

　
同
時
期
、
講
談

の
小
人
た
ち
』（
福
音
館
書
店
）、
そ
し
て
理
論
社
か
ら
「
創
作
少

年
文
学
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
塚
原
健
二
郎
の
『
風
と
花
の
輪
』
な

ど
４
冊
が
刊
行
さ
れ
る
。

　
理
論
社
は
、
小
宮
山
量
平
に
よ
っ
て
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年

に
創
業
し
、
当
初
は
季
刊
誌
「
理
論
」
な
ど
を
発
行
し
て
い
た

が
、
子
ど
も
の
将
来
へ
の
期
待
か
ら
児
童
文
学
の
新
し
い
潮
流
を

と
ら
え
た
創
作
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
。
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に

は
、
山
中
恆
の
『
と
べ
た
ら
本
こ
』『
赤
毛
の
ポ
チ
』、
今
江
祥
智

の
『
山
の
む
こ
う
は
青
い
海
だ
っ
た
』。
１
９
６
１（
昭
和
36
）
年

に
は
、
神
沢
利
子
の
『
ち
び
っ
こ
カ
ム
の
ぼ
う
け
ん
』、
寺
村
輝

夫
の
『
ぼ
く
は
王
さ
ま
』
な
ど
、
今
日
ま
で
読
み
継
が
れ
て
い
る

社
や
偕
成
社
も
創
作
児
童
文
学
に
力
を
入
れ
て
い
た
が
、
神
保
町

一
丁
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
あ
か
ね
書
房
の
「
日
本
の
創
作
幼

年
童
話
」（
全
25
巻
）
は
、
画
期
的
な
幼
年
文
学
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
話
題
を
呼
ん
だ
。
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
、『
ど
う
ぶ
つ

え
ん
が
で
き
た
』
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、『
ふ
ら
い
ぱ
ん
じ
い
さ
ん
』

な
ど
の
傑
作
を
た
く
さ
ん
生
ん
だ
。
　

　
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
、『
小
説
の
書
き
方
』
か
ら
刊
行
が

▲『兎の眼』『太陽の子』（灰谷健次郎 作）

▲『赤毛のポチ』『とべたら本こ』（山中恆 作）

▲『ぼくは王さま』（寺
村輝夫 作）

▲『風と花の輪』（塚原
健二郎 作）
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賞
を
受
賞
し
た

『
ぽ
っ
ぺ
ん
先

生
と
帰
ら
ず
の

沼
』
な
ど
の

「
ぽ
っ
ぺ
ん
先

生
」
シ
リ
ー
ズ

や
、
安
房
直
子

の
童
話
集
『
白

い
お
う
む
の

森
』『
銀
の
く

じ
ゃ
く
』『
天

の
鹿
』
な
ど
の

児
童
文
学
の
傑

作
を
送
り
出
し

て
い
た
。

始
ま
っ
た
「
少
年
少
女

長
編
創
作
選
」（
全
10

巻
）
で
は
、『
千
本
松

原
』
が
課
題
図
書
に

な
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
、

『
真
夏
の
旗
』『
絵
に
か

く
と
へ
ん
な
家
』
な

ど
、
意
欲
作
を
た
く
さ

ん
輩
出
し
て
話
題
に

な
っ
た
。

　
ま
た
、
神
田
小
川
町

三
丁
目
に
あ
っ
た
筑
摩

書
房
も
、
70
年
代
に
は

舟
崎
克
彦
の
『
ぽ
っ
ぺ

ん
先
生
の
日
曜
日
』
に

始
ま
り
、
赤
い
鳥
文
学

　
辻
邦
生
の
『
ユ
リ
ア
と
魔
法
の
都
』
を
第
１
冊
目
と
し
た
「
ち

く
ま
少
年
文
学
館
」
を
興
し
、
小
松
左
京
の
『
青
い
宇
宙
の
冒

険
』、
天
沢
退
二
郎
の
『
光
車
よ
、
ま
わ
れ
！
』
な
ど
、
児
童
文

学
プ
ロ
パ
ー
で
は
な
い
作
家
た
ち
の
作
品
を
刊
行
し
て
話
題
を
呼

ん
だ
。

▲『ぽっぺん先生と帰
らずの沼』（舟崎克彦 作）

▲『白いおうむの森』（安
房直子 作／赤星亮衛 絵）

▲『ユリアと魔法の都』（辻邦生 
作／勝本富士雄 絵）

▲『光車よ、まわれ！』（天沢退
二郎 作）

▲『真夏の旗』（三木卓 作
／篠原勝之 絵）

▲『絵にかくとへんな
家』（さとうまきこ 作
／小林与志 絵）

▲『小説の書き方』（吉
田とし 作／山藤章二 
絵）
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▼
翻
訳
児
童
文
学
を
支
え
た
評
論
社
と
冨
山
房

　「
岩
波
少
年
文
庫
」
で
海
外
作
品
を
次
々
と
刊
行
し
て
き
た
岩

波
書
店
は
、
そ
の
後
も
ケ
ー
ス
入
り
で
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
愛
蔵
版

や
、『
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
』
を
第
１
巻
と
す
る
「
リ
ン
ド
グ

レ
ー
ン
作
品
集
」（
全
12
巻
・
別
巻
６
巻
）、
ル
イ
ス
の
『
ラ
イ
オ

ン
と
魔
女
』
に
始
ま
る
「
ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た
り
」（
全
７

巻
）、「
ア
ー
サ
ー
ラ
ン
サ
ム
全
集
」（
全
12
巻
）、
ト
ー
ル
キ
ン
の

『
ホ
ビ
ッ
ト
の

冒
険
』、
ル
・

グ
ウ
ィ
ン
の

『
ゲ
ド
戦
記
Ⅰ
』

（
影
と
の
戦

い
）、
ミ
ヒ
ャ

エ
ル
・
エ
ン
デ

の
『
モ
モ
』
な

ど
、
60
年
代
か

ら
70
年
代
に
か

け
て
海
外
の
名

作
の
翻
訳
を

次
々
と
刊
行

し
、
こ
の
ジ
ャ

ン
ル
を
牽
引
し

▲『モモ』（ミヒャエル・エンデ 作 ･ 絵／大島かおり 訳） ▲『ホビットの冒険』（J.R.R. トールキン 作／瀬田貞
二 訳）

▲『影との戦い ゲド戦記Ⅰ』（U.K. 
ル・グウィン 作／清水真砂子 訳）

▲『ライオンと魔女』（C.S. ルイ
ス 作／瀬田貞二 訳）
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「
児
童
図
書

館
・
文
学
の

部
屋
」
に

は
、
ロ
イ

ド
・
ア
リ
グ

ザ
ン
ダ
ー
の

『
タ
ラ
ン
と

角
の
王
』、

ル
ー
シ
ー
・

Ｍ
・
ボ
ス
ト

ン
の
『
グ

リ
ー
ン
・
ノ

ウ
の
子
ど
も

た
ち
』
に
始

ま
る
「
グ

リ
ー
ン
・
ノ

ウ
」
シ
リ
ー

ズ
、
ロ
ア
ル

ド
・
ダ
ー
ル

の
『
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
工
場

の
秘
密
』、

て
き
た
。

　
そ
れ
と
と
も

に
、
こ
の
時
期

に
神
保
町
二
丁

目
に
あ
っ
た
評

論
社
か
ら
出
版

さ
れ
た
、
ト
ー

ル
キ
ン
の
『
旅

の
仲
間
』
か
ら

始
ま
る
「
指
輪

物
語
」（
全
６

巻
）
な
ど
、
海

外
の
翻
訳
児
童

文
学
作
品
群
は

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ブ
ー
ム
の
先
駆

け
と
な
っ
た
ば

か
り
か
、
後
の

日
本
の
子
ど
も

の
本
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。

　
評
論
社
の

▲『ふくろう模様の皿』（アラン
･ ガーナー 作／神宮輝夫 訳）

▲『小さな魚』（エリック ･C･ ホガー
ド 作／犬飼和雄 訳）

▲『ウィロビー･チェースのおおかみ』
（ジョーン･エイケン 作／大橋善恵 訳）

▲『旅の仲間（上 ･ 下）』（J.R.R. トールキン作／瀬田貞二訳）

▲『タランと角の王』（ロイド ･
アリグザンダー 作／神宮輝夫 訳）
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る
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
44
ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

▼
神
保
町
は
子
ど
も
の
本
の
宝
庫
だ
！

　
現
在
、
神
田
神
保
町
三
丁
目
に
あ
る
平
凡
社
も
、
１
９
６
４

（
昭
和
39
）
年
に
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
大
判
で
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
、
全
12
巻
の
「
え
ほ
ん
百
科
」
を
出
版
し
、
後
の
小
学
館

「
21
世
紀
こ
ど
も
百
科
」
な
ど
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
展
開
に
大
き
な
影

ア
ラ
ン
・

ガ
ー
ナ
ー
の

『
ふ
く
ろ
う

模
様
の
皿
』

な
ど
の
名
作

が
た
く
さ
ん

誕
生
し
て
い

る
。

　
明
治
・
大

正
期
か
ら
子

ど
も
の
本
を

手
掛
け
て
き

た
冨
山
房
も

60
年
代
後
半

か
ら
海
外
作

品
の
翻
訳
を
始
め
、
児
童
書
を
刊
行
。
エ
リ
ッ
ク･

Ｃ･

ホ
ガ
ー
ド

の
『
小
さ
な
魚
』
ジ
ョ
ー
ン･

エ
イ
ケ
ン
の
『
ウ
ィ
ロ
ビ
ー･

チ
ェ
ー
ス
の
お
お
か
み
』
マ
リ
ア･

グ
リ
ー
ペ
の
『
忘
れ
川
を
こ

え
た
子
ど
も
た
ち
』
ク
リ
ー
バ
ー
の
『
グ
ロ
ー
バ
ー
く
ん
』
な

ど
、
優
れ
た
海
外
作
品
を
意
欲
的
に
翻
訳
出
版
し
た
。

　
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
セ
ン
ダ
ッ
ク
の
『
か
い
じ
ゅ
う
た

ち
の
い
る
と
こ
ろ
』
の
出
版
に
至
っ
た
経
緯
や
児
童
書
を
手
掛
け

響
を
与
え
た
。
ま
た
、

「
別
冊
太
陽
」
の
長
新

太
や
、
か
こ
さ
と
し
な

ど
の
絵
本
作
家
シ
リ
ー

ズ
も
好
評
だ
。

　
ま
た
、
神
田
神
保
町

一
丁
目
の
晶
文
社
の
本

も
見
逃
せ
な
い
。『
た

ん
ぽ
ぽ
の
お
酒
』
に
始

ま
る
「
文
学
の
お
く
り

も
の
」
シ
リ
ー
ズ
は
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
て

い
る
し
、
最
近
の
『
お

い
し
い
魚
図
鑑
』
な
ど

の
絵
本
も
話
題
に
な
っ

▲『クレヨンで描いた おいしい魚図鑑』（加
藤休ミ 作）

▲『たんぽぽのお酒』（レ
イ ･ ブラッドベリ 作／
北山克彦 訳）

▲『忘れ川をこえた子どもたち』
（マリア ･ グリーペ 作／大久保貞
子 訳）

▲『グローバーくん』（ビル ･ ク
リーバー、ベラ ･ クリーバー 共
著／井上みどり 訳）
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『
り
ゅ
う
の
目
の
な
み
だ
』
な
ど
の
「
ひ
ろ
す
け
童
話
絵
本
」
も

刊
行
し
て
き
た
。

　
ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン
の
絵
を
も
と
に
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
が
文

章
を
付
け
た
『
こ
こ
が
家
だ 

ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン
の
第
五
福
竜
丸
』

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
や
、
荒
井
良
二
の
『
な
ん
て
い
い
ん
だ

て
い
る
。

　
戦
後
間
も
な

く
、
山
川
惣
治
の

『
少
年
王
者
』
を

刊
行
し
て
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た

集
英
社
の
子
ど
も

の
本
も
秀
逸
だ
。

戦
前
か
ら
戦
後
に

か
け
て
「
ひ
ろ
す

け
童
話
」
と
し
て

多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
親
し
ま
れ
て

き
た
作
品
を
集
大

成
し
た
『
浜
田
廣

助
全
集
』
や
奥
本

大
三
郎
『
ジ
ュ
ニ

ア
版
フ
ァ
ー
ブ
ル

昆
虫
記
』
な
ど
の

全
集
の
他
、『
む

く
ど
り
の
ゆ
め
』

『
な
い
た
赤
お
に
』

ぼ
く
の
せ
か

い
』『
ど
ー
し

た 

ど
ー
し

た
』
な
ど
の

ユ
ニ
ー
ク
な

絵
本
も
刊
行

し
て
い
る
。

ま
た
、
人
気

コ
ミ
ッ
ク
ス

の
ノ
ベ
ラ
イ

ズ
な
ど
を
核

に
し
て
今
年

10
周
年
を
迎

え
る
「
み
ら

い
文
庫
」
も

大
人
気
だ
。

　
兄
弟
会
社

▲『浜田廣助全集』（集英社）
▲『ジュニア版ファーブル昆虫記』（ジャン ･ アンリ ･ ファーブル 作／奥
本大三郎 訳 ･ 監修）

▲『ここが家だ ベンシャーンの
第五福竜丸』（ベン ･ シャーン 絵
／アーサー ･ ビナード 作）

▲『なんていいんだぼくのせかい』（荒井良
二 作）
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小
手
鞠
る
い

『
窓
』、
村
上
し
い

こ
『
イ
ー
ブ
ン
』

な
ど
の
創
作
児
童

文
学
の
話
題
作
も

出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
学
年
別
学
習
雑

誌
は
21
世
紀
に
入

り
、「
小
学
六
年

生
」
以
下
「
小
学

二
年
生
」
ま
で
順

次
休
刊
と
な
る

が
、「
幼
稚
園
」

と
「
小
学
一
年

生
」
は
健
在
だ
。

雑
誌
が
全
体
的
に

苦
戦
し
て
い
る
中

で
、「
幼
稚
園
」

は
奇
抜
な
付
録
で

し
ば
し
ば
話
題
に

な
り
、
小
学
館
は

来
年
、「
小
学
一

の
小
学
館
も
、
90
年
代
の
「
21
世
紀
こ
ど
も
百
科
」
は
シ
リ
ー
ズ

化
し
て
毎
年
刊
行
さ
れ
、「
小
学
館
の
図
鑑
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
は
、
幼
児

か
ら
使
え
る
本
格
的
な
図
鑑
と
し
て
巻
を
重
ね
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
も
大

人
気
で
、
子
ど
も
向
け
図
鑑
の
王
者
と
な
り
周
辺
企
画
も
充
実
し

て
い
る
。

　
結
城
昌
子
『
ゴ
ッ
ホ
の
絵
本 

う
ず
ま
き
ぐ
る
ぐ
る
』（
１
９
９

３
年
）
に
始
ま
る
「
小
学
館
あ
ー
と
ぶ
っ
く
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
今

年
16
巻
目
の
『
こ
れ
が
鳥
獣
戯
画
で
ご
ざ
る
』
を
刊
行
し
て
相
変

わ
ら
ず
の
人
気
だ
。
絵
探
し
翻
訳
絵
本
の
『
ミ
ッ
ケ
！
』
シ
リ
ー

ズ
は
累
計
で
、
な
ん
と
８
５
０
万
部
を
突
破
し
た
と
い
う
か
ら
す

ご
い
。

　
谷
川
俊
太
郎
の
詩
の
絵
本
『
い
ち
ね
ん
せ
い
』（
和
田
誠 

絵
）

も
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
だ
し
、最
近
で
は
ミ
ロ
コ
マ
チ
コ『
ま
っ
く
ら

や
み
の
ま
っ
く
ろ
』
な
ど
の
創
作
絵
本
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
モ
ー
パ
ー

ゴ
の
『
ト
ン
ネ
ル

の
向
こ
う
に
』

『
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

ボ
ー
イ
』、
ル
イ

ス
・
サ
ッ
カ
ー

『
泥
』
な
ど
の
翻

訳
児
童
文
学
や
、

▲『いちねんせい』（谷川俊
太郎 詩／和田誠 絵）

▲『これが鳥獣戯画でござる』（結
城昌子 作）

▲『ミッケ！』（ジーン ･ マルゾー
ロ 作／ウォルター ･ ウィック 写
真／糸井重里 訳）

▲『ゴッホの絵本 うずまきぐる
ぐる』（結城昌子 構成・文）
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年
生
」
は
３
年
後
に
そ
れ
ぞ
れ
創
業
・
創
刊
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
。

　
こ
う
し
て
、
明
治
の
文
明
開
化
期
か
ら
現
代
ま
で
、
神
保
町
を

舞
台
に
し
て
き
た
子
ど
も
の
本
の
歴
史
を
通
観
す
る
と
、
神
保
町

近
辺
の
版
元
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
〝
本
の
街
・
神
保
町
〟
な
ら
で
は
の
歴
史
の

重
み
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
子

ど
も
の
本
専
門

店
ブ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
カ
フ
ェ
も
、

絵
本
の
原
画
展

や
絵
本
作
家
や

童
話
作
家
を
招

い
た
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
展
開

し
、
話
題
を
提

供
し
て
い
る
。

　
神
保
町
は
、

い
ま
も
子
ど
も

の
本
の
宝
庫
な

の
だ
。

▲『まっくらやみのまっくろ』（ミ
ロコマチコ 作）

▲『窓』（小手鞠るい 作）

▶ 1 万冊を超える絵本と美味
しいカフェがあり、イベント
も開催されているブックハウ
スカフェ
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▲ 1869（明治 2）年の神保町交差点付近（『官版東京大絵図』より）

すずらん通り

神保町
交差点

さくら通り

神保町
歴史MAP

神
保
町
は
子
ど
も
の
本
の
聖
地
だ
！

野
上 

暁
（
児
童
文
学
研
究
者
）

【
特
集
】
子
ど
も
の
本
と
神
保
町



　
野
上
　
評
論
社
と
あ
か
ね
書
房
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
と
戦
後
間
も
な
い
頃
、
出

版
界
が
多
様
化
し
て
い
く
中
で
神
保
町
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け

で
す
が
、
創
業
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
竹
下
　
評
論
社
は
戦
前
・
戦
中
と
印
刷
業
を
や
っ
て
い
て
、
戦

争
が
激
し
く
な
る
こ
と
を
見
据
え
て
印
刷
機
械
を
父
の
郷
里
に
疎

開
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
列
車
が
爆
撃
に
遭
っ
て
印
刷
機
械
が
使

え
な
く
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
ニ
ン
全
集
を
翻
訳
し
、「
風
と
共

に
去
り
ぬ
」「
唯
物
論
全
集
」（
三
笠
書
房
）
を
出
し
た
竹
内
道
之

助
が
私
の
叔
父
に
あ
た
り
、
そ
の
導
き
で
出
版
を
興
し
た
の
が
評

論
社
で
す
。
社
名
も
竹
内
の
命
名
で
し
た
。

　
最
初
は
人
文
系
の
本
を
刊
行
し
、
売
れ
な
い
本
ば
か
り
出
し
て

い
た
ん
で
す
。
返
品
の
山
で
大
変
で
し
た
（
笑
）。

　
そ
れ
か
ら
、
公
務
員
に
な
る
た
め
の
知
識
を
授
け
る
法
律
・
経

済
関
係
書
を
出
版
し
、
１
９
５
０
年
代
に
入
る
と
『
テ
ー
ブ
ル
式

数
学
Ⅲ
の
基
本
演
習
』『
テ
ー
ブ
ル
式
フ
ラ
ン
ス
語
便
覧
』
と

い
っ
た
テ
ー
ブ
ル
式
学
参
や
語
学
シ
リ
ー
ズ
を
出
し
て
、
会
社
の ▲発売当時の箱に入った「シートン動物記」

神
保
町
は
子
ど
も
の
本
の
聖
地
だ
！

野
上 

暁
（
児
童
文
学
研
究
者
）

【
特
集
】
子
ど
も
の
本
と
神
保
町

評神

保

町

で

奮

闘

す

る

児

童

書

の

老

舗

論
社
と
あ
か
ね
書
房
の
情
熱

竹
下
晴
信
（
評
論
社 

社
長
）

岡
本
光
晴
（
あ
か
ね
書
房 

社
長
）

野
上

　暁
（
子
ど
も
文
化
研
究
家
）

【
特
集
】
子
ど
も
の
本
と
神
保
町
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基
礎
が
で
き
ま
し
た
。

　
野
上
　
子
ど
も
の
本
と
し
て
は
、『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』
が
有

名
で
し
た
ね
？

　
竹
下
　『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』
は
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に

全
19
巻
で
刊
行
し
ま
し
た
。
私
の
母
が
中
心
と
な
っ
て
「
私

（
母
）
が
い
い
と
思
っ
た
本
は
な
ん
で
も
出
す
」
と
い
う
姿
勢
で

し
た
。

　
野
上
　
同
時
期
に
創
業
し
た
あ
か
ね
書
房
は
い
か
が
で
す
か
？

　
岡
本
　
も
と
も
と
長
野
出
身
（
旧
中
条
村
）
の
祖
父
・
岡
本
陸

人
（
１
９
１
２
［
明
治
］
45
年
生
ま
れ
）
が
創
業
者
で
す
が
、
１

９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
東
京
堂
で
社
員
募
集
が
あ
っ
て
、
一
念

発
起
し
て
上
京
し
ま
し
た
。
そ
の
祖
父
の
幼
少
時
、
親
戚
の
家
に

少
年
誌
や
雑
誌
が
あ
っ
て
、
貪
る
よ
う
に
し
て
読
ん
だ
体
験
が
、

後
に
出
版
社
を
興
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
東
京
堂
に
は
19
年
間
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
、
あ
か
ね
書

房
を
創
業
す
る
前
に
、
東
海
書
房
と
い
う
理
系
専
門
書
の
会
社
に

営
業
部
長
と
し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
。
児
童
図
書
を
や
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
東
海
書
房
の
了
解
の
も
と
、
独
立
に

向
け
て
神
田
神
保
町
の
鍬
谷
書
店
に
間
借
り
し
て
準
備
し
て
い
ま

し
た
。
岡
本
と
鍬
谷
社
長
と
は
、
岡
本
が
東
京
堂
時
代
か
ら
の
知

友
の
間
柄
だ
っ
た
の
で
す
。

　
野
上
　
そ
ん
な
ご
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
あ
か
ね
書
房
は
ス

タ
ー
ト
時
か
ら

子
ど
も
の
本
を

出
版
し
て
き
ま

し
た
ね
。

　
岡
本
　
た
ぶ

ん
岡
本
の
幼
少

時
の
体
験
が
大

き
く
て
、
実
際

に
出
版
業
界
に

携
わ
っ
て
い
た

の
で
、
ど
う
せ

や
る
な
ら
子
ど

も
の
本
の
出
版

社
を
！
と
い
う

想
い
が
強
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
巌
谷
小
波
の
作
品
を
出
し
た
い
と
い
う
の
が
あ
り
、
ご
子
息
が

鎌
倉
文
庫
で
編
集
を
さ
れ
て
い
て
、
ツ
テ
が
あ
っ
て
訪
ね
て
い
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
巖
谷
大
四
さ
ん
と
知
り
合
っ
て
、
大
四
さ
ん
は

そ
の
後
、
河
出
書
房
で
編
集
長
を
務
め
た
そ
う
で
す
が
、
と
て
も

お
世
話
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
大
四
さ
ん
は
文
芸
関
係
と
の
付
き
合
い
も
多
か
っ
た
の
で
、
そ

▲ 1949（昭和 24）年に出版された日本おとぎ文庫『①かちかち山』
『③いっすんぼうし』松村武雄、鈴木三重吉 共著
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れ
で
川
端
康
成
先
生
と
懇
意
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
に
「
少
年
少
女
日
本
文
学
選
集
」（
全
30
巻
）
を
出

版
し
た
の
も
、
そ
う
い
っ
た
経
緯
で
す
。

　
野
上
　
河
出
書
房
も
出
し
た
け
れ
ど
、
子
ど
も
の
た
め
の
文
学

選
集
と
し
て
は
し
っ
か
り
し
た
画
期
的
な
シ
リ
ー
ズ
で
し
た
ね
。

　
岡
本
　
口
絵
と
か
写
真
を
筑
摩
（
書
房
）
さ
ん
か
ら
お
借
り
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
そ
う
し
た
版
元
同
士
の
や
り
取

て
、
今
で
も
付
き
合
い
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
留
学
生
が
、
僕
の

英
語
が
た
ど
た
ど
し
い
の
で
、「
ま
ず
は
、
子
ど
も
の
本
を
読
ん

で
み
な
！
」
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
『
ラ
イ
オ
ン
と
魔
女
』（
日
本

語
版
は
岩
波
書
店
）
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
読
ん
で
み
て
「
子

ど
も
の
本
っ
て
、
こ
ん
な
に
面
白
い
の
か
！
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
児
童
文
学
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
ま
し
た
よ
。
カ
ナ
ダ
っ
て
寒
い

と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
大
学
の
施
設
が
地
下
道
で
繋
が
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
そ
の
地
下
道
を
通
っ
て
本
館
に
行
く
途
中
に
図
書
館
へ

の
入
口
が
あ
っ
て
、
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
文
学
関
係
の
図
書
や
資
料
が
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、
こ

こ
の
司
書
が
と
て
も
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ロ

ン
ト
の
公
立
図
書
館
で
は
、
ボ
ー
イ
ズ
・
ア
ン
ド
・
ガ
ー
ル
ズ
ハ

ウ
ス
と
い
う
児
童
室
が
あ
り
、
そ
こ
が
発
行
し
て
い
る
ブ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
、
４
～
５
０
０
冊
の
リ
ス
ト
を
手
掛
か
り
に
し
て
書
店
に

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
形
で
児
童
書
と
出
合
っ
た
の
で
す
。

　
野
上
　
児
童
文
学
作
家
で
翻
訳
家
の
石
井
桃
子
さ
ん
も
そ
こ
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
？
　

　
竹
下
　
石
井
さ
ん
も
、
瀬
田
さ
ん
渡
辺
さ
ん
と
共
に
翻
訳
し
た

『
児
童
文
学
論
』（
岩
波
書
店
）
の
作
者
が
リ
リ
ア
ン
・
ス
ミ
ス
さ

ん
で
、
そ
の
児
童
室
に
関
係
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
児
童

室
に
ガ
ラ
ス
戸
が
あ
り
ま
し
て
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

稀
覯
本
を
の
ぞ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
っ
て
凄
い
配
置

り
も
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
野
上
　
と
こ
ろ

で
、
評
論
社
で
翻

訳
も
の
を
次
々
に

始
め
た
の
は
、
竹

下
さ
ん
が
入
社
さ

れ
て
か
ら
で
す

か
？
　
１
９
６
４

（
昭
和
39
）
年
に

カ
ナ
ダ
に
留
学
さ

れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
。

　
竹
下
　
は
い
、

カ
ナ
ダ
に
留
学
し

▲「少年少女日本文学選集」の『川端康成名作集』と『志賀直哉名作集』
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の
仕
方
で
す
よ
ね
。
来
館
す
る
子
ど
も
た
ち
に
も
本
物
が
身
近
に

見
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
。

　
野
上
　
そ
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
目
を
付
け
た
作
品
が
あ
る
ん

で
す
か
？

　
竹
下
　『
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
』
が
出
会
い
で
し
た
か
ら
、
勢

い
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
８

（
昭
和
43
）
年
に
出
し
た
の
が
、「
グ
リ
ー
ン･

ノ
ウ
物
語
」
で
し

た
。
シ
リ
ー
ズ
全
６
巻
で
、
訳
し
た
の
は
亀
井
俊
介
さ
ん
。
で

も
、
一
番
早
く
出
版
し
た
の
は
、
じ
つ
は
増
田
孝
一
郎
著
の
『
化

石
』
と
い
う
本
な
の
で
す
が
。

　
結
局
、
そ
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
図
書
館
で
の
影
響
が
、「
科
学

の
部
屋
」「
文
学
の
部
屋
」「
社
会
の
部
屋
」
と
い
う
小
シ
リ
ー
ズ

か
ら
な
る
児
童
図
書
館
シ
リ
ー
ズ
が
、
10
年
～
20
年
た
っ
て
充
実

す
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
野
上
　
ト
ー
ル
キ
ン
の
『
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
』
を
先
に
岩
波
書

店
が
出
版
し
て
い
た
の
で
、
評
論
社
が
同
じ
ト
ー
ル
キ
ン
の
『
指

輪
物
語
』
の
翻
訳
権
を
取
る
の
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
？

　
竹
下
　
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
本
を
探
し
て
い
た
ら
、『
指
輪
物
語
』

に
行
き
当
た
っ
た
の
で
す
が
、
岩
波
書
店
は
「
子
ど
も
の
本
じ
ゃ

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
取
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
た
だ
、
田
中
明
子
さ
ん
と
並
ん
だ
共
同
訳
者
の
瀬
田
貞
二
さ

ん
は
、
岩
波
書
店
の
諒
解
の
も
と
で
翻
訳
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

き
ま
し
た（
笑
）。

　
野
上
　
そ
れ

は
そ
う
で
し
ょ

う
ね
（
笑
）。

『
指
輪
物
語
』

は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
評
論
社

の
翻
訳
シ
リ
ー

ズ
は
、
１
９
７

０
年
代
以
降
の

日
本
の
児
童
文

学
、
と
り
わ
け

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
育
っ
て
き
た
人
た
ち

が
、
そ
の
後
の
日
本
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
生
み
出
す
力
に
な
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
で
１
９
６
０
年
代
半
ば
か
ら
、
あ
か
ね
書
房
で
は
、
評
論

社
の
翻
訳
も
の
と
は
趣
の
異
な
る
幼
年
向
け
の
童
話
シ
リ
ー
ズ
や

長
編
も
の
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
岡
本
　
ち
ょ
う
ど
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
、
当
時
は
児
童

▲『グリーン ･ ノウの子どもたち』（ルーシー・M･ ボストン 作／ピー
ター ･ ボストン 絵／亀井俊介 訳）と『科学の部屋 化石』
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文
学
作
家
と
し
て
著
名
な
寺
村
輝
夫
さ
ん
に
編
集
長
と
し
て
来
て

い
た
だ
き
、「
創
作
児
童
文
学
選
」（
全
18
巻
）
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
に
完
結
し
ま
し

た
。
第
１
巻
目
は
『
ふ
し
ぎ
な
つ
む
じ
風
』（
大
石
真 

作
、
斎
藤

博
之 

絵
）
で
し
た
。

　
野
上
　
そ
の
後
は
「
少
年
少
女
長
編
創
作
選
」（
全
10
巻
）
が

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
か
ら
出
ま
す
ね
。
こ
の
時
代
は
、
あ
か

ね
書
房
と
し
て
も
ジ
ャ
ン
ル
を
広
げ
て
い
く
考
え
が
あ
っ
た
の
で

す
か
？

　
岡
本
　
寺
村
さ
ん
が
４
年
間
在
籍
し
て
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
で

山
下
明
生
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
た
時
期
で
す
。『
小
説
の
書
き
方
』

も
山
下
さ
ん
の
手
に
な
る
も
の
で
、
か
な
り
話
題
に
な
っ
た
作
品
で

し
た
。「
あ
か
ね
創
作
児
童
文
学
」
は
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
か

ら
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
山
下
人
脈
の
本
で
す
。

　
野
上
　
岩
波
書
店
の
翻
訳
も
の
と
は
違
っ
た
児
童
書
と
し
て
の

評
論
社
、
こ
の
ほ
か
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

　
竹
下
　
最
初
に
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
私
自
身
は
児
童
文
学
が

な
ん
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
本
の
面
白
さ
そ
の
も
の
に

（
吉
田
と

し 

著
）や

課
題
図
書

に
な
っ
た

『
千
本
松

原
』（
岸
武 

雄
著
）、

『
ち
ゃ
ん

め
ら
子
平

次
』（
筒
井

敬
介 

著
）

引
っ
張
ら
れ
て

（
翻
訳
す
る
）
本

を
選
ん
で
き
た
感

じ
で
す
ね
。
自
分

の
好
き
な
本
を
出

し
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
装
丁
や

装
画
に
つ
い
て

も
、
ア
リ
グ
ザ
ン

ダ
ー
の
『
タ
ラ
ン

と
角
の
王
』
な
ど

の
「
プ
リ
デ
イ
ン

物
語
」
で
は
、
基

本
的
に
は
原
書
を

▲『旅の仲間 指輪物語（上 ･ 下）』（J.R.R. トー
ルキン 作／瀬田貞二 訳）

▲『千本松原』（岸武雄 作／梶山
俊夫 絵）

▲『ちゃんめら子平次』（筒井敬
介 著／斎藤博之 絵）
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大
事
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
本

の
元
の
絵
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　
野
上
　
そ
う
で

す
か
、
本
の
ケ
ー

ス
の
イ
ラ
ス
ト
も

斬
新
で
新
し
い
な

と
思
っ
た
り
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ

か
ら
見
返
し
の
地

図
も
洒
落
て
い

て
、
日
本
の
児
童

文
学
と
は
装
幀
も

挿
絵
も
違
う
な
と

い
う
印
象
が
あ
り

ぶ
こ
と
自
体
が
恐
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
評
論
社
は
、
家
内
工
業

的
出
版
社
で
あ
っ
て
、
そ
の
仕
事
は
徐
々
に
妻
の
手
に
移
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
妻
は
英
文
学
専
攻
で
、
英
米
の
児
童
文
学
を
読
ん
で
い
た
か
ら

で
す
。

　
野
上
　
瀬
田
さ
ん
の
『
指
輪
物
語
』
を
翻
訳
し
て
も
ら
っ
て
い

る
頃
、
時
間
が
か
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
？

　
竹
下
　
瀬
田
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

妻
と
妹
の
３
人
で
、
浦
和
の
本
が
ぎ
っ
ち
り
詰
ま
っ
た
書
斎
で
話

を
伺
っ
た
の
で
す
。
瀬
田
さ
ん
に
「
こ
ん
な
本
ど
う
で
す
か
？
」

と
私
た
ち
が
選
ん
だ
原
書
を
預
け
て
、
そ
う
し
た
ら
２
～
３
日
し

て
「
翻
訳
が
で
き
ち
ゃ
っ
た
か
ら
！
」
と
、
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
野
上
　
へ
ぇ
ー
、
そ
ん
な
に
早
く
翻
訳
が
！

　
竹
下
　『
指
輪
物
語
』
は
４
～
５
年
か
か
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

で
も
、
こ
ん
な
に
早
く
翻
訳
が
で
き
た
ら
、
こ
れ
は
版
権
を
取
っ

て
出
版
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
。
絵
本
で
『
あ
し
た
、
が
っ
こ
う

へ
い
く
ん
だ
よ
』
と
、
今
は
絶
版
に
な
っ
て
い
ま
す
が
『
ど
う
ぶ

つ
え
ん
を
ぬ
け
だ
し
た
ラ
ク
ダ
』
で
し
た
。

　
ま
た
、
翻
訳
を
依
頼
し
た
は
い
い
が
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
翻

訳
が
上
が
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
、
人
に
よ

り
ま
す
が
（
笑
）。

ま
す
。『
指
輪
物
語
』
の
挿
絵
は
寺
島
龍
一
さ
ん
で
し
た
ね
。

　
竹
下
　
瀬
田
貞
二
さ
ん
か
ら
の
紹
介
で
、
寺
島
さ
ん
に
描
い
て

も
ら
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
他
の
版
元
と
の
違
い
を
意
識
す
る

こ
と
な
く
、
わ
か
ら
な
い
ま
ま
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
し
て
き

た
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

　
初
期
の
作
品
は
私
が
選
ん
で
き
た
の
で
す
が
、
次
第
に
本
を
選

▲『タランと角の王』（ロイド ･
アリグザンダー 作／神宮輝夫 訳）

『ねえ、どれが いい？』（ジョン ･ バー
ニンガム 作／松川真弓 訳）
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野
上
　
版
権
の
獲
得
の
た
め
に
、
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

　
竹
下
　
昔
は
今
と
違
っ
て
、
す
ん
な
り
と
取
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
で
す
ね
。
い
ま
は
翻
訳
権
料
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
作
品
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
当
時
は
だ
い
た
い
３
０
０

ド
ル
と
か
４
０
０
ド
ル
く
ら
い
で
し
た
か
ね
。

　
野
上
　『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
で
何
万
ド
ル
と
い
う
金
額
が

出
ち
ゃ
っ
た
か
ら
（
笑
）、『
指
輪
物
語
』
も
そ
ん
な
に
高
く
は
な

か
っ
た
、
と
。

　
あ
か
ね
書
房
で
も
「
国
際
児
童
文
学
賞
全
集
」
と
い
う
翻
訳
も

の
を
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
岡
本
　
当
時
は
海
外
の
良
い
作
品
を
集
め
て
子
ど
も
た
ち
に
紹

介
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
そ
の
流
れ
で
「
少
年
少
女
世
界

Ｓ
Ｆ
文
学
全
集
」
を
出
し
た
ん
で
す
ね
。
い
ず
れ
も
山
下
編
集
長

時
代
で
、
こ
の
頃
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
か
ら
全
１
０
４
巻

た
よ
う
で
、
制
作
部
長
か
ら
山
下
編
集
長
が
「
在
庫
の
山
だ
か

ら
、
一
度
倉
庫
に
見
に
行
っ
て
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
か

（
笑
）。
し
か
し
、
巻
数
を
重
ね
て
、
何
冊
か
セ
ッ
ト
に
し
て
学
校

図
書
館
に
案
内
を
出
し
て
か
ら
動
き
始
め
た
よ
う
で
す
。

　
野
上
　
写
真
を
使
っ
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
も
図
鑑
絵
で
は
な
く
渡

辺
洋
二
さ
ん
の
挿
絵
を
使
っ
た
り
し
て
、
本
の
造
り
と
し
て
も
画

期
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
売
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
初
め

て
聞
き
ま
し
た
（
笑
）。

　
評
論
社
の
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
は
最
初
か
ら
売
れ
た
の
で
す
か
？

　
竹
下
　
最
初
は
２
～
３
０
０
０
部
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
地
道
に

に
及
ぶ
「
科

学
の
ア
ル
バ

ム
」
シ
リ
ー

ズ
も
出
し
ま

し
た
。

　
最
初
は
売

れ
な
く
て
返

品
の
山
だ
っ

版
を
重
ね
て
い
っ
た
感

じ
で
す
。
図
書
館
が
よ

く
買
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
本
に
よ
っ
て
は
装

幀
を
差
し
替
え
た
り
し

て
、
そ
れ
か
ら
売
れ
始

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
造
語
な
ど
も
あ
っ

て
、
翻
訳
は
重
く
て
大

変
な
作
業
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
人
と
ア
メ
リ
カ
人

▲子どもたちの好奇心をくすぐった「科学のアルバム」

▲少年少女世界 SF 文学全集 1『鋼
鉄都市』（アイザック ･ アジモフ 
作／福島正実 訳）
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で
は
読
み
方

だ
と
か
ニ
ュ

ア
ン
ス
も
異

な
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い

う
こ
と
も
含

め
て
、
再
版

の
と
き
に
直

し
て
ま
い
り

ま
す
。『
グ

リ
ー
ン
・
ノ

ウ
物
語
』
な

ど
は
３
回
も

変
え
て
い
ま

す
。

す
か
？

　
竹
下
　
映
画
に
な
れ
ば
必
ず
売
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
映
画
化
さ
れ
て
売
れ
た
の
は
、
こ
の
『
指
輪
物
語
』（
映

画
名
／
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
）
と
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
の
秘
密
』（
映
画
名
／
チ
ャ
ー
リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
）

く
ら
い
で
す
か
ね
。
他
に
も
10
タ
イ
ト
ル
く
ら
い
映
画
に
な
り
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
行
き
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

　
野
上
　
あ
か
ね
書
房
の
創
作
シ
リ
ー
ズ
で
売
れ
た
時
期
と
い
う

の
は
？

　
岡
本
　
寺
村
さ
ん
が
編
集
長
と
し
て
入
ら
れ
て
、
最
初
に
「
創

作
児
童
文
学
選
」
を
出
し
た
と
お
話
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に

「
日
本
の
創
作
幼
年
童
話
」
シ
リ
ー
ズ
を
出
し
て
、
１
作
目
は
１

９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
ご
自
身
で
書
い
た
『
ど
う
ぶ
つ
え
ん
が

で
き
た
』
と
い
う
作
品
で
し
た
。

　
当
時
、
字
体
も
教
科
書
体
の
比
較
的
大
き
い
活
字
を
使
い
、
見

開
き
ご
と
に
必
ず
挿
絵
が
入
る
よ
う
な
本
造
り
を
し
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
だ
け
で
25
巻
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

『
ふ
ら
い
ぱ
ん
じ
い
さ
ん
』
は
５
巻
目
で
、
息
の
長
い
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
下
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、「
神
沢
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
創

作
童
話
の
原
稿
が
で
き
た
の
で
受
け
取
り
に
行
っ
た
。
お
訪
ね
し

た
と
こ
ろ
２
つ
の
作
品
が
あ
っ
て
〝
ど
っ
ち
に
す
る
？
〟
と
言
わ

『
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ッ
プ･

ダ
ウ
ン
の
う
さ
ぎ
た
ち
』（
上･

下
）
な

ど
は
、
全
編
改
訳
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
翻
訳
者
に
よ
っ
て
は
、

亡
く
な
ら
れ
る
寸
前
ま
で
改
訂
の
メ
モ
を
残
す
人
も
い
て
、
そ
う

い
う
の
を
全
部
、
生
か
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
い
ま

進
め
て
い
る
本
も
あ
り
ま
す
。

　
野
上
　
現
場
で
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

『
指
輪
物
語
』
な
ど
は
映
画
化
さ
れ
て
、
売
れ
た
の
で
は
な
い
で

▲『ウォーターシップ ･ ダウンのうさぎたち（上）』（リチャード・
アダムズ 作／神宮輝夫 訳）。全編改訳し、装丁も変えた。右が旧版、
左が新訳版。
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れ
て
『
ふ
ら
い
ぱ
ん
じ
い
さ
ん
』
に
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
の
作
品
は
『
く
ま
の
こ
ウ
ー
フ
』（
ポ
プ
ラ
社
）
で
、

両
方
も
ら
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
い
う
笑
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
野
上
　
そ
れ
は
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
当
時
の
作
品
で
い
ま
も
頑
張
っ
て
い
る
の
は

あ
り
ま
す
か
？

　
岡
本
　『
は
ら
ぺ
こ
お
な
べ
』（
神
沢
利
子 

作
／
渡
辺
洋
二 

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
「
出
版
し
た
ら
絶
版
に
し
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
母
の
教
え
が
あ
り
ま
し
て
、
ま
あ
、
実
際
に
は
そ
う

い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
す
が
（
笑
）。

『
光
の
旅 

か
げ
の
旅
』（
Ａ･

ジ
ョ
ナ
ス
作
／
内
海
ま
お
訳
）
な

ど
は
出
し
た
当
初
、
数
年
間
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
安
藤
忠
雄
さ
ん
が
設
計
し
た
岡
山
県
直
島
の
地
中
美
術
館
で

月
々
１
０
０
冊
く
ら
い
売
っ
て
く
れ
て
、
年
間
１
２
０
０
冊
！
　

絵
）
や
『
ジ
オ

ジ
オ
の
た
ん

じ
ょ
う
び
』

（
岸
田
衿
子 

作

／
中
谷
千
代
子 

絵
）
な
ど
の
作

品
は
息
が
長
い

で
す
ね
。
昔
出

し
た
既
刊
本
を

30
冊
く
ら
い
復

刻
さ
せ
た
の
で

す
が
、
や
は
り

作
品
に
よ
っ
て

売
れ
行
き
に
は

凸
凹
が
あ
り
ま

す
。

　
野
上
　
評
論

社
の
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
に
は
ど
ん

な
作
品
が
？

　
竹
下
　『
ぞ

う
の
バ
バ
ー

ル
』（
Ｊ･

ド･

ブ
リ
ュ
ノ
フ
作

／
や
が
わ
す
み

こ
訳
）
や
『
ゆ

き
だ
る
ま
』

（
Ｒ･

ブ
リ
ッ
グ

ズ
作
）
も
刊
行

し
て
続
け
て
い

▲『ジオジオのたんじょうび』（岸
田衿子 作／中谷千代子 絵）

▲『はらぺこおなべ』（神沢利子 
作／渡辺洋二 絵）

▲『どうぶつえんができた』（寺
村輝夫 作／和歌山静子 絵）

▲『ふらいぱんじいさん』（神沢
利子 作／堀内誠一 絵）
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そ
れ
が
き
っ
か
け
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
で
も
ロ
ン
グ

で
売
れ
て
い
く
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
野
上
　
私
の
印
象
と
し
て
は
、『
せ
か
い
の
ひ
と
び
と
』（
Ｐ･

ス
ピ
ア
ー
作
／
松
川
ま
ゆ
み
訳
）
も
話
題
に
な
っ
た
い
い
作
品
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
例
え
ば
同
じ
年
に
出
た
本
で
も
、

半
世
紀
が
過
ぎ
て
も
残
っ
て
い
る
本
っ
て
、
一
般
書
に
比
べ
る
と

児
童
書
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
は
先
ほ
ど
竹
下
社
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
「
絶
版
に

し
な
い
」
と
い
う
お
母
様
の
想
い
か
ら
伝
わ
る
よ
う
に
、
出
版
社

が
作
品
を
フ
ォ
ロ
ー
し

な
が
ら
、
大
事
に
生
か

し
続
け
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
が
最
後
に
児
童

書
の
版
元
と
し
て
、
今

後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
岡
本
　
創
業
当
時
か

ら
振
り
返
る
と
、
私
が

子
ど
も
の
頃
か
ら
親
し

ん
で
い
た
本
が
、
い
ま
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
大
事
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
口
に
〝
子
ど
も
時
代
〟
と
い
っ
て
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。
私
の
経
験
で
も
、
絵
本
か
ら
活
字
の
多
い
読
み

物
に
移
行
す
る
の
は
け
っ
こ
う
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
記
憶
が
あ

る
の
で
、
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る
よ
う
な
作
品
を
出
版

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
で
は
、
遊
び
や
な
ぞ
な
ぞ
な
ど
の
娯
楽
本
も
出
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
、
本
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

を
払
し
ょ
く
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
な
の
で
す
。

　
竹
下
　
子
ど
も
を
十
把
一
絡
げ
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
や

は
り
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
て
〝
個
〟
と
し
て
い

か
に
大
切
に
し
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

点
、
日
本
児
童
図
書
出
版
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
43
社
の
版
元
が

協
力
し
て
い
る
の
は
心
強
い
か
ぎ
り
で
す
。

　
世
界
は
い
ま
多
文
化
社
会
の
時
代
に
あ
っ
て
、
多
様
性
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
異
質
の
他
者
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
共
生
・

共
存
を
求
め
る
の
が
理
想
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
戦
後
日

本
を
再
出
発
さ
せ
る
際
、
未
来
の
人
類
社
会
の
在
り
方
を
模
索
し

た
結
果
、「
日
本
国
憲
法
」
の
前
文
に
掲
げ
た
理
想
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
理
想
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
は
子
ど
も
の
本
と
読

書
か
ら
始
め
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲『ぞうのババール』『ババールのこどもたち』（Ｊ ･ ド ･
ブリュノフ 作／やがわすみこ 訳）

40



▲ 1930（昭和 5）年の神保町一丁目 町内居住者案内図。出版社・書店・取次・用紙店など、出版関係の建物
が集中しているのがわかる。（『神保町一丁目町会 創立五十年記念　ひと ゆめ こころ』より）

神保町
歴史MAP
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▼
早
稲
田
大
学
の
ご
縁
と
冨
山
房
創
業

　
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
３
月
１
日
創
業
の
冨
山
房
は
、
２
０

２
１（
令
和
３
）年
で
創
立
１
３
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。社
名
の
冨

山
房
は
、

「
富
士
山

の
よ
う
な

高
い
山
に

な
る
く
ら

い
良
書
を

積
み
重
ね

よ
う
」
と

の
創
業

者
・
坂
本

嘉か

治じ

馬ま

の

意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
嘉
治
馬
が
高
知
県
宿す
く
も毛

町
か
ら
、
父
の
恩
人
で
あ
る
軍
医
・
酒

井
融と

お
るを
頼
っ
て
上
京
し
た
の
は
１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
、
嘉
治

馬
18
歳
の
と
き
。
し
ば
ら
く
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
が
早
稲
田
大
学

創
立
者
の
一
人
・
小
野
梓
先
生
で
し
た
。
小
野
先
生
は
１
８
８
３

年
（
明
治
16
年
）、
神
田
小
川
町
に
東
洋
館
書
店
を
興
し
て
い

て
、
そ
の
縁
で
嘉
治
馬
は
、
東
洋
館
で
奉
公
す
る
の
で
す
。

　
嘉
治
馬
は
一
生
懸
命
働
き
、
仕
事
も
覚
え
た
の
に
、
小
野
梓
先

生
が
結
核
で
34
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
、
東
洋
館
も
解
散
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
自
分
は
も
う
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
…
…
」
と

最
初
は
悲
観
し
て
い
た
も
の
の
、
生
計
を
立
て
る
た
め
に
書
店
を

開
き
た
い
と
思
い
、
小
野
先
生
の
義
兄
・
小
野
義
眞
翁
（
日
本
鉄

道
会
社
社
長
）
に
資
金
援
助
の
お
願
い
を
し
た
の
で
す
。

　
小
野
翁
は
開
業
資
金
と
し
て
２
０
０
円
（
い
ま
な
ら
１
０
０
万

▲「良書を富士山のような高く」という創業の
想いが伝わる

冨
山
房
１
３
５
年
の〝
熱
い
歴
史
〟を
ふ
り
返
る

坂
本
起
一
（
冨
山
房
代
表
取
締
役
社
長
）

【
特
集
】
子
ど
も
の
本
と
神
保
町
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円
ほ
ど
）
を
出
資
し
、
小
野
先
生
が
亡
く
な
っ
て
１
か
月
半
後
、

嘉
治
馬
は
現
在
の
神
田
神
保
町
に
、
さ
さ
や
か
な
書
店
・
冨
山
房

を
開
業
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
周
辺
に
、
東
京
大
学
・
一
橋
大
学
・
明
治
大
学
・
専
修

大
学
な
ど
多
く
の
大
学
が
で
き
始
め
て
い
た
の
で
（
移
転
も
含

む
）、
教
科
書
や
参
考
書
を
販
売
し
ま
し
た
。
出
版
も
早
く
か
ら

手
掛
け
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
経
済
原
論
が
な
か
っ
た
時
代
、
そ

の
手
初
め
と
し
て

嘉
治
馬
は
、
小
野

梓
か
ら
託
さ
れ
た

天あ
ま

野の

為た
め

之ゆ
き

博
士
の

『
経
済
原
論
』
を

出
版
し
、
こ
れ
が

冨
山
房
の
記
念
す

べ
き
処
女
出
版
と

な
っ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
東
洋
館

時
代
か
ら
お
客
様

で
あ
っ
た
坪
内
逍

遥
先
生
と
親
し
く

な
り
、
小
学
校
の

教
科
書
を
著
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
設
立
者
の

大
隈
重
信
侯
爵
も
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、
１
８
９
２
（
明
治
25
）

年
、
嘉
治
馬
が
地
方
へ
集
金
に
行
っ
て
い
る
間
に
、
創
業
ま
も
な

い
冨
山
房
が
「
神
田
の
大
火
」
で
焼
失
し
て
し
た
と
き
も
、
見
舞

金
が
届
け
ら
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た
幾
多
の
ご
縁
が
あ
り
、
坪
内
逍
遥
先
生
の
紹
介
で
冨

山
房
に
入
社
し
た
の
が
楠
山
正
雄
氏
で
す
。
楠
山
氏
は
大
隈
重
信

候
が
主
催
す
る
「
新
日
本
」
と
い
う
雑
誌
の
編
集
主
任
と
な
り
、

通
巻
84
号
で
同
誌
を
終
了
し
た
後
、
嘉
治
馬
の
依
頼
に
応
え
て
、

１
９
１
５
（
大
正
４
）

年
か
ら
児
童
向
け
叢そ

う

書し
ょ

「
新
訳
絵
入
模
範
家
庭

文
庫
」（
全
22
巻
）
を

編
集
し
ま
し
た
。

　
自
ら
も
「
模
範
家
庭

文
庫
」
の
『
イ
ソ
ッ
プ

物
語
』
や
、『
日
本
童

話
寶
玉
集
』『
世
界
童

話
寶
玉
集
』『
少
年
ル

ミ
と
母
親
』
を
執
筆

し
、
冨
山
房
の
み
な
ら

ず
、
児
童
文
学
史
上
に

▲芸術品ともいえる「世界童話集」
の装幀

▲イソップ物語やガリバー旅行記
等を収める「世界家庭文庫」

▲『新訳 トルストイ翻訳集』と『世界童話寶玉集』
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大
き
な
業
績
を
残
し
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
編
集
主
任
と
し
て
、
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
に
「
日

本
家
庭
大
百
科
事
彙
」（
全
４
巻
）
を
、
１
９
３
８
（
昭
和
13
）

年
に
、「
国
民
百
科
大
辞
典
」（
全
15
巻
）
を
出
版
し
、
嘉
治
馬
と

共
に
名
著
を
世
に
送
り
続
け
ま
し
た
。

▼
若
造
社
長
の
児
童
書
翻
訳
出
版
の
足
取
り

　
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
８
月
、
健
康
だ
っ
た
嘉
冶
馬
が
、
風

邪
が
も
と
で
肺
炎
と
な
り
死
去
。
長
男
守
正
が
二
代
目
社
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
間
も
な
く
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
出
版
界
も
企

業
整
備
や
用
紙
不
足
、
社
員
の
出
征
な
ど
困
難
な
時
代
と
な
り
ま

し
た
。

　
よ
う
や
く
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た

が
、
空
襲
で
家
を
焼
か
れ
た
社
員
も
多
く
、
困
難
な
時
代
が
続
き

ま
し
た
。
幸
い
神
保
町
の
社
屋
は
被
災
せ
ず
、
な
ん
と
か
社
業
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
か
ら
編

集
を
始
め
た
「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
」（
全
５
巻
）
を
、
１
９
６
０

（
昭
和
35
）
年
に
完
成
で
き
た
の
も
被
災
を
免
れ
た
か
ら
で
し
た
。

　
し
か
し
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
頃
か
ら
社
長
の
守
正
の
視

力
が
衰
え
、
遂
に
失
明
し
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
重
版
中
心
の
出

版
活
動
し
か
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
６
０
（
昭
和

35
）
年
、
守
正
が
癌
の
た
め
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
守
正
を
援
け
、
毎
日
会
社
に
出
て
お
り
ま
し
た
母
「
い
ち
」
が

後
ろ
盾
と
な
っ
て
、
私
が
社
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
守
正
は
、
亡
く
な
る
前
年
に
、
か
つ
て
１
９
３
２

（
昭
和
７
）
年
に
完
成
し
た
大
槻
文
彦
博
士
の
「
大
言
海
」（
全
５

巻
）
の
編
集
部
に
勤
め
、
そ
の
後
、
辞
書
部
の
責
任
編
集
者
を
務

め
た
青
池
竹
次
氏
に
新
た
に
『
漢
和
字
典
』
の
編
集
を
依
頼
し
、

青
池
氏
も
こ
の
依
頼
を
受
け
て
、
仕
事
を
始
め
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
青
池
氏
は
私
が
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
遊
ん
で
く
れ
た
人
で
し

た
の
で
何
か
と
相
談
し
や
す
く
、
結
局
は
冨
山
房
の
編
集
部
長
と

し
て
社
に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
青
池
さ
ん
と
縁
が
な
か
っ

た
ら
、
吉
田
東
伍
著
「
増
補 

大
日
本
地
名
辞
書
」（
全
８
巻
）、

「
漢
文
大
系
」（
全
22
巻
）、「
新
編
大
言
海
」
な
ど
の
出
版
が
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
社
長
に
な
っ
た
私
は
、
幼
い
こ
ろ
母
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
楠
山

正
雄
著
／
新
訳
絵
入
模
範
家
庭
文
庫
の
「
日
本
童
話
寶
玉
集
」
や

「
世
界
童
話
寶
玉
集
」
の
物
語
が
心
に
残
っ
て
い
て
、
良
い
児
童

書
を
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

▼
執
念
が
実
っ
た
翻
訳
出
版
、

『
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
』

　
た
ま
た
ま
、
カ
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
を
受
賞
し
た
ア
メ
リ
カ
の
原
書
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を
取
り
寄
せ
る

と
、
モ
ー
リ

ス
・
セ
ン
ダ
ッ

ク
の
『
Ｗ
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｅ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ  

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｄ 

Ｔ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ 

Ａ
Ｒ
Ｅ
』
が
あ

り
ま
し
た
。
一

見
し
て
、
ぜ
ひ

翻
訳
出
版
し
た

い
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
他
社

が
『
い
る
い
る

お
ば
け
が
す
ん

で
い
る
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で

出
版
し
て
い
た

の
で
、
あ
き
ら

め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
そ
の
出
版
社
が
翻
訳
権
を
返
し
た
の
で
、

「
条
件
さ
え
良
け
れ
ば
、
ま
た
セ
ン
ダ
ッ
ク
の
他
の
作
品
も
翻
訳

出
版
す
る
な
ら
、
冨
山
房
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
い
う
情
報

を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
あ
り
、
私
は
思
い

切
り
良
い
条
件
と
他
の
作
品
も
出
さ
せ
て
も
ら
う
と
返
事
を
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
契
約
で
き
て
、
神
宮
輝
夫
先
生
に
翻
訳
を
お

願
い
し
、
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
12
月
に
初
版
『
か
い
じ
ゅ
う

た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
』
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
に
は
児
童
書
の
編
集
者
も
入
社
し
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・

ロ
ー
ベ
ル 

作
／
ま
き
た
ま
つ
こ 

訳
『
い
ろ
い
ろ
へ
ん
な
い
ろ
の

は
じ
ま
り
』、
ユ
ー
ジ
ー
ン
・
ト
リ
ビ
ザ
ス 

作
／
こ
だ
ま
と
も
こ 

訳
『
３
び
き
の
か
わ
い
い
オ
オ
カ
ミ
』、
マ
リ
ー
・
ホ
ー
ル
・

エ
ッ
ツ 

作
／
た
な
べ
い
す
ず 

訳
『
ジ
ル
ベ
ル
ト
と
か
ぜ
』、

オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー 

作
／
リ
ス
ベ
ー
ト
・
ツ
ヴ
ェ
ル
ガ
ー 

画
／
矢

川
澄
子 

訳
『
賢
者
の
お
く
り
も
の
』
な
ど
の
翻
訳
絵
本
を
出
版

し
ま
し
た
。

　
日
本
の
絵
本
と
し
て
は
、
う
え
の
の
り
こ 

作･

絵
『
ぞ
う
の
ボ

タ
ン
』、
瀬
川
康
男 

作･

絵
『
ふ
た
り
』、
菊
池
清 

作･

絵
『
サ
ン

タ
の
お
ま
じ
な
い
』『
い
ち
ね
ん
の
り
ん
ご
』、
か
わ
さ
き
よ
う
こ 

作
『
か
み
と
あ
そ
ぼ
う
』、
小
林
カ
ツ
代 

作
／
上
條
滝
子 

絵

『
お
い
し
い
も
の
つ
く
ろ
う
』、
伊
藤
ち
は
る 

作
／
西
山
晶 

絵

『
い
と
で
あ
そ
ぼ
う
』、
鳥
居
ヤ
ス
子 

作
／
か
わ
さ
き
よ
う
こ 

絵

▲センダックの『WHERE THE WILD THINGS ARE』原書と日本語版
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『
や
さ
い
を
そ
だ
て

よ
う
』
な
ど
、
次
々

と
刊
行
い
た
し
ま
し

た
。

　
読
み
物
に
は
、
エ

リ
ッ
ク
・
Ｃ
・
ホ
ガ
ー

ド 

作
／
犬
飼
和
雄 

訳
『
小
さ
な
魚
』。ま

た
、ジ
ョ
ー
ン
・
エ

イ
ケ
ン 

作
の

『
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
・

チ
ェ
ー
ス
の
オ
オ
カ

ミ
』
に
始
ま
る
冒
険

物
語
の
シ
リ
ー
ズ
を
、
こ
だ
ま
と
も
こ
先
生
に
翻
訳
を
お
願
い
し

て
完
結
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
の
詩
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
、
は
せ
み
つ
こ 

編
／
飯
野
和
好 

絵
『
し
ゃ
べ
る
詩
あ
そ
ぶ

詩
き
こ
え
る
詩
』『
み
え
る
詩
あ
そ
ぶ
詩
き
こ
え
る
詩
』
等
を
出

版
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
幼
少
か
ら
神
保
町
と
と
も
に
歩
み
、
と
も
に
発
展
す
る

　
冨
山
房
は
神
保
町
に
社
屋
を
構
え
て
、
あ
と
数
年
で
創
立
１
４

０
年
を
迎
え
ま
す
が
、
社
歴
を
紐
解
け
ば
何
度
も
火
災
に
遭
い
、

い
っ
と
き
俎
ま
な
い
た

橋
近
く
の
銭
湯
の
２
階
が
事
務
所
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
れ
て
い
た
芳
賀
矢
一

先
生
か
ら
の
お
手
紙
で
、「
ド
イ
ツ
に
は
婦
人
の
た
め
の
百
科
事

典
が
あ
っ
て
た
い
へ
ん
便
利
だ
。
日
本
に
は
ま
だ
百
科
事
典
と
い

う
も
の
が
な
い
の
で
、
自
分
が
帰
国
し
た
ら
作
り
た
い
。
そ
の
た

め
の
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
」
と
連
絡
が
あ
り
、「
風
呂
屋
の

２
階
で
将
棋
を
打
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
ぞ
」
と
気
合
を
か
け

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
先
生
が
帰
国
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
企
画
は
「
日
本
家
庭
百
科
事

彙
」
と
し
て
完
成
、
大
変
売
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
と
き
編
集
者

と
し
て
入
社
し
た
長
谷
川
福
平
氏
は
、
永
く
冨
山
房
の
重
鎮
と
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
よ
く
三
省
堂
や
文
房
堂
に
文
具
を
買

い
に
行
き
ま
し
た
し
、
す
ず
ら
ん
通
り
の
ダ
イ
ソ
ー
が
あ
る
場
所

に
は
「
雄
飛
堂
」
と
い
う
模
型
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
時
中

の
こ
と
で
す
か
ら
、
零
戦
の
ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
の
他
に
Ｂ
17
と
か

ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ
38
な
ど
も
あ
っ
て
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
カ
ッ
コ
よ

く
、
父
に
買
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
の
で
す
が
、
敵
国
の
飛
行
機
は

ダ
メ
だ
！
」
と
却
下
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
す
ず
ら
ん
通
り
商
店
街
の
方
と
は
、
個
人
的
な
お
付
き
合
い
が

な
く
、
全
て
会
社
の
総
務
に
任
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
社
屋
建
替

工
事
の
と
き
に
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
の
が
契
機
と
な
っ
て
、
会
合
に

▲『３びきのかわいいオオ
カミ』（ユージーン ･ トリビ
ザス 作／ヘレン ･ オクセン
バリー 絵／こだまともこ訳）

▲『いろんろへんないろのは
じまり』（アーノルド ･ ローベ
ル 作 ･ 絵／まきたまつこ 訳）
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も
出
席
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
こ
ろ
、

す
ず
ら
ん
通
り

を
改
修
す
る
の

で
会
議
に
出
る

よ
う
に
と
言
わ

れ
出
席
す
る

と
、
そ
こ
で
東

京
堂
書
店
の
大

橋
信
夫
社
長
に

お
会
い
し
ま
し

た
。
当
時
、
商
店
街
会
長
は
天
麩
羅
は
ち
ま
き
の
ご
主
人
・
青
木

寅
吉
さ
ん
で
し
た
が
、
80
を
超
え
る
ご
高
齢
で
引
退
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
ま
た
、
通
り
を
区
や
都
の
予
算
を
使
っ
て
電
線
地
中
化

な
ど
の
改
修
を
す
る
の
で
、
従
来
の
任
意
団
体
で
は
な
く
振
興
組

合
と
な
る
よ
う
に
、
と
区
か
ら
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
と
経
緯
が
あ
っ
て
、
新
た
に
商
店
街
振
興
組
合
と
な

り
、
理
事
も
決
ま
っ
て
か
ら
理
事
長
を
互
選
す
る
こ
と
に
な
り
、

結
局
、
前
理
事
長
の
青
木
さ
ん
の
「
あ
ん
た
や
っ
て
く
れ
」
の
鶴

の
一
声
で
私
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
大
橋
さ
ん
に
お
願
い
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
少
し

年
上
だ
っ
た
の
で
、「（
坂
本
）
先
輩
を
差
し
置
い
て
、
私
が
引
き

受
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
と
う
と

う
私
が
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

▼
神
保
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
そ
し
て
ま
も
な
く
、
ど
な
た
が
言
い
出
し
た
の
か
「
坂
本
さ
ん

が
商
店
会
長
の
う
ち
に
神
保
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
や
ろ

う
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
土
曜
と
日
曜
に
す
ず
ら
ん
通
り
を

通
行
止
め
に
し
て
、
新
刊
本
を
〝
ち
ょ
っ
と
汚
れ
て
お
り
ま
す
の

で
〟
と
言
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
の
催
事
を

実
行
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
知
恵
の
あ
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
次
の
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
ま
ず
古
書
店
組
合
の
了
解
を
得
て
「
神
田
古
本
ま
つ

り
」
の
開
催
中
に
「
神
保
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

す
る
こ
と
。
そ
う
で
な
い
と
お
客
様
が
集
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
八
木
書
店
の
八
木
壯
一
社
長
に
実
行
委
員
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
。
神
田
警
察
に
２
日
間
の
通
行
止
め
を
許
可
し

て
も
ら
う
こ
と
。
こ
の
２
つ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
催
事
開
催
は
覚

束
な
い
の
で
す
…
…
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
Ｏ
Ｋ
と
な
り
、
明
治

大
学
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
行
進
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
神
保
町
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▲『ふたり』（瀬川康男 作）
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こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
れ
こ

れ
20
年
以
上
も
神
保
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
続
い
て
い
る

こ
と
は
、
神
保
町
の
人
間
と
し
て
本
当
に
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　
今
後
も
良
き
児
童
書
を
出
し
続
け
、
子
ど
も
た
ち
と
子
ど
も
の

本
を
愛
す
る
人
た
ち
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
こ
ん
な
に
望
外

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◀神保町の東京改正全図。上：
1875（明治 8）年、下：1877（明
治10）年の神保町交差点付近。（『神
保町一丁目町会 創立五十年記念　
ひと ゆめ こころ』より）

神保町
歴史MAP
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ご
挨
拶

　尾
崎
紅
葉
・
山
田
美
妙
・
田
山
花
袋
ら
を
育
ん
だ
日
本

初
の
投
稿
少
年
誌
『
頴え

ん

才さ
い

新し
ん

誌し

』、
明
治
期
を
代
表
す
る

子
ど
も
雑
誌
『
小
國
民
』、
近
代
絵
本
の
揺よ

う

籃ら
ん

期き

を
象
徴

す
る
冨
山
房
の
「
日
露
戦
争
ポ
ン
チ
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、

子
ど
も
の
本
は
黎
明
期
か
ら
、
こ
こ
神
田
神
保
町
を
舞
台

に
花
が
開
い
て
き
ま
し
た
。

　大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
「
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
の
絵
本
」、

小
学
館
の
学
年
誌
や
「
キ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
」
の
創
刊
、
円

本
時
代
の
ア
ル
ス
の
「
日
本
児
童
文
庫
」、
羽
田
書
店
の

宮
澤
賢
治
。

　そ
し
て
戦
後
の
「
岩
波
の
少
年
文
庫
」
の
誕
生
、
福
音

館
の
「
こ
ど
も
の
と
も
」
か
ら
始
ま
る
絵
本
ブ
ー
ム
、
理

論
社
の
現
代
児
童
文
学
、
評
論
社
の
「
指
輪
物
語
」
や
冨

山
房
の
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
。

　こ
の
よ
う
に
神
保
町
は
、
日
本
の
子
ど
も
の
本
の
歴
史

を
刻
ん
だ
聖
地
と
も
い
え
る
の
で
す
。
こ
の
号
で
は
、
こ

う
し
た
子
ど
も
の
本
と
神
保
町
、
そ
し
て
子
ど
も
の
本
の

発
行
に
情
熱
を
燃
や
し
た
出
版
社
の
歴
史
を
辿
り
な
が

ら
、
子
ど
も
の
本
の
聖
地
＝
神
保
町
を
深
堀
り
し
て
い
き

ま
す
。
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本
の
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気
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会
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保
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